


慧5綿 認

大 管 長 会,

ス ペ ンサ ー･W･キ ン ポ ー ル

マ リ:オ ン･G･ロ ム ニ ー

コ ー ドン･B･ヒ ン ク レー

.･蜜

十 二 使 徒 評 議 員 会

エ ス ラ･タ フ ト･ベ ン ソ ン

マ ー ク･E･ピ ー タ ー セ ン

ハ ワ ー ド･W･ハ ン タ ー

トー マ ス･S･モ ン ソ ン

ポ イ ド･K･バ ッカ ー

マ ー ビ ン･J･ア シ ュ トン

フ ル ー ス･R･マ ッ コ ン キ ー

L･ト ム･ベ リー

デ ビ ッ ド･B･ヘ イ ト

ジ ェー ム ズ･E･フ ァ ウ ス ト

ニ ー ル･A･マ ッ ク ス ウ ェ ル

顧 問

M･ラ ッセ ル･バ ラ ー ド

ロー レ ン･C･タ ン

レ ック ス･D･ビ ネ ガ ー

チ ャ ー ル ズ･A･デ ィ デ ィ エ

ジ ョー ジ･P･リ ー

F･エ ン ツ ィ:オ･フ ッ シ ェ

ド}ラバレ切力

長

.

集

M

編

国 際機 関誌

編集主幹:

ラ リー･A･ピ ラー

編集副主幹:

デ ビ.ット.･ミ ッチェル

子供 の頁 編集:

ポニー･ソ ーンダーズ

デザイナー:

ロジャー･ギ リンク

制作:

ノーマ ン･フ ライス

も く じ
ベ テ[]は 外 に 出て 激 しく 泣 い た … ゴー ドン･B･ヒ ンクレー1

主 の み 名 を受 け る アー デス･G･カ ップ6

簸 応答 缶 掌 ♂ 烏 鶴 。ク.一･14

神 様 の 愛 モ ー リン･デ リク･キ ー ラー ……17

セ ブ で 見 つ けた も の リチ ャー ド･M･ロ ムニ ー … ……20

バ ラ ン ス を保 つO･ド ン･オ スラー27

心 臓 外科 医 ラッセル･M･ネ ル ソ ンと従 順 … レー ン･ジ ョンソ ン ……31

主 はよ み が え りぬ バ ージニア･サ ー ジェン ト… ……38

コ マ ドリはて ん ごく へ い くの … … ア リス･ス トラ ッ トン40

お にいち ゃ んの た め に ナ ネ ッ ト･ラ ーセ ン44

[]一 力 ル ベー ジ 50

写 真 説 明 層表表 紙:(左 上 よ り)カ ラバ オ と呼 ば れ る フ ィ リ ピン産 の

水 牛 。 フ ィ リ ピン南 部 で 見 られ る カ ヌー 。農 村 で使 わ れ る 昔 なが ら

の 笠 をか ぶ っ た フ ィ リピ ンの 子供 た ち。 首都 マ ニ ラ,リ ザ ル パ ー ク

の 風 船 売 り。 レイ テ島 レ ッ ドビーチ で のバプテスマ 。裏 表 紙:(左 上

よ り)マ ニ ラ のサ ン ト･ト マ ス大 学 。 旧マ ニ ラ,フ ォー ト･サ ンチ

ャ ゴ に美 し く咲 き乱 れ る 花。 リザ ル パ ー クか ら臨む マ ニ ラ 港。 マ ニ

ラ,ア ヤ ラ･ア ベ ニ ュー の ビジ ネ ス街 。

1983年4月 号 聖 徒 の 道 第27巻 第4号

発 行 所 末 日聖 徒 イ エ ス･キ リ ス ト教 会

東 京 都 港 区 南 麻 布5-10-30

電 話03440-2351

印 刷 所 株 式 会 社 精 興 社

定 価 年 間 予 約/海 外 予 約2,200円(送 料 共)

半 年 予 約1,100円(送 料 共)

1部180円,大 会 号350円

InternationalMagazinePBMAO562JAPrintedinTokyo ,Japan.

ｩ1983bytheCorporationofthePresidentoftheChurchofJesus

ChristofLatter-daySaints.Allrightsreserved.



麟灘麟麟翻灘麟麟纒繭懸灘 大簿蓬叢〆響魔一ジ灘灘灘灘灘灘膿鰯灘灘騒

ペテ ロは外 に出て

激 しく泣いた

第二副管長

ゴー ドン ・B・ヒン ク レー

ばんさん

最
後の晩餐の後，イエスと弟子たちは

エルサレムを去って，オ リブ山へ出

かけて行きました。恐ろしい苦難が間近 に

迫っていることを知 っていたイエスは，愛

する弟子たちにこのように言われました。

「『今夜，あなたがたは皆わたしにつまずく

〔見捨てる〕であろう。』……

する とペテロはイエスに答えて言った，

『たとい
，みんなの者があなたにつまずい

て も，わたしは決してつまずきません』。

イエスは言われ た， 『よくあなたに言っ
にわとり

ておく。今夜，鶏が鳴く前に，あなたは三

度わた しを知 らないと言うだろう』。

ペテロは言った， 『たといあなた と一緒

に死なねばならなくなって も，あなたを知

らないなどとは，決して 申しません』。」(マ

.灘 鰯 、

無辮灘

懸 繍
、繍細

羅

。瞬

隈灘

癌鰭 憲。着
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タ イ26：31，33-35)
く

その後すぐゲ ッセマネの園での激しい苦
もん

悶があり， それか らあの裏切 りがあったの

です。群衆がカヤパのところへ行 った時，

「ペテロは……大祭司の中庭まで行き，そ

のなりゆきを見とどけるために，中にはい

って下役 どもと一緒 にすわって」(マ タイ

26：58)い ま した。

形ばかりの裁判が行 なわれ，イエスを告

訴した人々がイエスの顔 につばきをかけ，

こぶしで打った り手のひらでたたいたりし

ている間に，ひ とりの女中がペテロを見て，

言いました。「『あなたもあのガ リラヤ人イ

ェスと一緒だった』……

するとペテロは，みんなの前でそれを打

ち消して言った，『あな たが何 を言 ってい

るのか，わからない』。

そう言づて入 口の方に出て行 くと，ほか

の女 中が彼を見て， そこにいる人々にむか

って，『この人はナザレ人イエス と一 緒 だ

った』 と言 った。

そこで彼は再 び それを打 ち消して，『そ

んな人は知 らない』 と誓って言 った。

しばらくして，そこに立 っていた人々が

近寄ってきて，ペテロに言 った，『確かにあ

なた も彼らの仲間だ。言葉づかいであなた

のことがわかる』。

彼は 『その人のことは何 も知 らない』と

言って，激しく誓いはじめた。するとすぐ

鶏が鳴いた。

ペテロは 『鶏が鳴く前に，三度わたしを

知 らない。と言うであろう』 と言われたイエ

スの言葉を思い出し，外に出て激しく泣い

た。」(マ タイ26：69-75)1

何 と悲 しい話 ではないでしょうか。ペテ

ロは自己の忠誠と決意を確言 し，決してイ

エスを知 らないなどとは言わないと口にし
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た のです。ふと人を恐れる気持 ちが起 こり，

肉体 の弱さに負け，さらには告訴されるか

もしれないという苦境 に立たされて，ペテ

ロの決意はもろくもくずれたのです。 その

後すぐペテロは 自分の間違 いと弱さに気づ

き，「外に出て激しく泣」きました。

私はこの話を読むと，ペテロに同情の気

持ちを覚えます。私たちの多くはペテロと

ほとんど似 たような ものだか らです。忠誠

を誓い，雄 々しくあるという決意を確言 し

ます。時には，たとえ何が起ころうとも自

分は正 しいことをし，正 しい目的を守 り通

し， 自己に も他の人々にも忠実であるとい

うことを公然と断言さえします。

それから苦難が大きくな り始めます。そ

れ は時に社会 的圧力 であ ったり，個 人的

な欲望 や誤った野心であったりします。決

意が ぐらっ くこともあれば，修練の手綱を

自分で緩めてしまうこともあります。誘惑

に負けることもあります。 その結果は，良
とが

心の智めと， 自責の念と， 後悔の苦い涙で

す。

私たちが毎 日のように目にする大 きな悲

劇 のひとつ に，高い目標 を持 ちなが らそれ

を十分に達成できないでいる人々の悲劇が

あ ります。彼らの志は気高 く，公言 してい

る望み も賞賛に値し，その能力も優れてい

ます。 しか し訓練という点で弱いのです。

彼らは怠惰 に負け，欲望 のために決意が鈍

っているのです。

以前，私の知 っている人でそのような人

がいました。その人は教会員ではあ りませ

んでした。彼は有名な大学 を卒業 し，無限

の可能性を持っていました。優れた教育を

受け，大いに出世する見込みのある若者 と

して，彼は大望 を抱き，夢 を実現すべ く努

力しました。就職 した会杜 においてもとん



とん拍子 に昇進 し， そのたびに責任は重 く

なっていきました。 そして何年 もたたない

うちに，会社の首脳陣のひとりとして名 を

連ね るようになりました。そうした昇進に

よって，彼は立場上たびたび宴席に顔を出

し， アルコールを口にするようになったの

です。ほかの多くの人々と同様 に，彼 もア

ルコールに打ち勝つことができませんで し

た。 そしてアルコール中毒 になり， 自制が

利かず， とうとう欲望のえじきになって し

まいました。彼は助けを求めましたが，力

になろうとしてくれた人から与えられた養

成法に従って節制することは 自尊心 が許 し

ませんで した。

彼は流星のように落ち，哀れにも己を燃

やし尽くし，夜の闇の中に消えていきまし

た。私は友 人た ちを次々 と聞いて 回り，

ついに彼が実際に悲劇的な最期を遂げたこ

とを知 りました。高い志 を持ち，素晴らし

い才能 にも恵まれて スタートした彼でした

が，さる大都市のどや街で死んでいったの

です。昔のペテロのように，彼 も自分の内

に秘められた可能性 を余すところなく発揮

できるものと，己の強さと能 力に背 を向け

ていました。 しか し，彼はその能力を否定

してしまったのです。挫折の影 に包みこま

れた彼は再びペテロのように，外に出て激

しく泣いたに違いありません。

もうひとりの人のことが思い出されます。

私のよく知っている人です。彼はずっと昔，

私がイギ リスで伝道していた時に教会に入

りました。彼には喫煙の習慣 があ りました。

教会貝になった初めの頃は主に助けを請い，

主 も彼の祈 りに応えて，その習慣を克服す

る力を与えて下 さいました。彼は主に頼 り，

かつてない喜びをもって生活 していました。

ところが，思いもかけない事が起 こりまし
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た。家族や社会から様々な圧力がかけられ

るようになったのです。彼は目標 を下げ，

欲望 に負けました。タバコの煙のにおいに惑

わされたのでした。私は何年かたって彼 と

会い，彼がかつて味わった古きよき時代に

ついて語 り合いました。彼 もまたペテロの

ように激しく泣きました。彼はあれこれと

非難 しました。私は彼がそのように言うの

を聞いていて，あのキャシャスの言葉を言

いたくなりました。

「ねえ
，ブルータス，僕らが うだつの上

が らないのはね，なにも運勢が悪いんじゃ

ない，僕 ら自身が悪 いんだ。」(ジ ュリアス・

シーザr第1幕 ， 第2場 ，140-41行 。

中野好夫訳， シェークスピア全集6， 筑摩

書房)

気高い 目標を持ちながら努力を怠る人，

つま り出だしは強いが最後が弱い人につい

て引き続き話 したいと思います。このよう

な人々は，自己中心的になり，自分本来の

無欲 さを忘れて，富を追い求め，人々と才

能や信仰 を分かち合 うことをせず， 自分だ

けのことを考 え，活気のない生活を送る傾

向があります。彼らについて主はこのよう
しか きた

に言 っておられます。 「而 して主 の来 りた
さほ

もう日， また審きの日， また主の怒 りの 日
なげ

に汝 らは歎き悲 しみて言わん。あ 、，刈 り

入れは終 り夏はすで に過 ぎ去 りぬ，われは

救われず， と5」(教 義と聖約56：16)

と ころで，ペテロのように主 と主のみ業

を愛すると公言しなが ら，後に言葉で，あ

るいは物言わぬまま主を否定する人々につ

いて， もっと具体的に話したいと思います。

強い信仰を持ち，非常 に献身的だったひ

とりの青年のことをよく覚えています，彼

は私が苦 しい時期に，私 の友であ り信頼の

おける相談相手で した。 彼の生 き方や熱心
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に奉仕する様は，主と教会の業 に対する彼

の愛を表わしていました。 しかし，彼は・自

分の進歩のために彼を利用する仲間たちの

おだてに乗って， しだいに道をそれていき

ました。仲間を 自分の信仰や態度の方向に

導くというよりも，反対に彼 らの誘惑 に徐

徐に負けていったのです。

彼はそれまで実践してきた信仰 を公然 と

無視することはしませんでした。 しか し，

そのような態度を見るまでもなく生活を見

れば，彼が信仰を捨てたことがはっきりと

分か りました。何年かたって，私は彼 と再

会しました。 彼は迷 いから覚めた者の よう

に話 しました。声を落 とし， 目を伏せて，

かつて大事にしていた信仰 という支えから

離れた時の， 目的のない生活について話 し

てくれました。 そして，話し終わ った時に

は，ペテロのように泣いていました。

最 近のことですが，あ る友 人とお互い

の知人につ いて話 しました。その知 人 と

いうのは，仕事では非常 に成功 していると

見 られていました。「ところで，彼 は教 会

で何をしているだろうか」 という私の質問

に，友人はこのように答えました。「彼は心

の中ではこの教会が真実であると分かって

いるのだが，教会を恐れて もいる。 自分が

教会員であることを認め，教会の標準に従

って生活することになれば，今活躍してい

る社会から締め出されるのではないか と恐

れているんだよ。」

私は思いました。「自分 の確 かな知識を

否定したペテロのように， この人もことに

よると晩年を待つまで もな く，間 もなく自

分が長子の特権を1杯 のあつものと引き換

えてしまったことを思い知らされるだろう。

(創世25：34参 照)そ して， 自分 自身が主

を否定しただけでなく，信仰を持たずに成
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長 した子供たちの前にも主を否定 していた

ことが分かるようになって，深く後悔 し，

嘆き，涙するだろう。」

主御 自身次のように言っておられます。

「邪悪で罪深いこの時代にあって，わたし

とわたしの言葉とを恥 じる者に対 しては，

人の子 もまた，父の栄光のうちに聖なる御

使たちと共に来るときに， その者 を恥 じる

であろう。」(マ ルコ8：38)

さ て，再 びイエスを否定して泣いたペテ

ロのことに返 りたいと思います。 自分の過

ちを認め，弱点を悔い改めたペテロは，別

人のように変わ り，復活された主 につ いて

大胆に証をするようになりました。そして，

先任使徒であったペテロは，生ける神 に生

き写 しの御子，イエス ・キ リス トの使命 と

死 と復活について証することに残 りの生涯

を捧げました。 また，ペテロは五旬節の 日

に感動的な説教を し，それを聞いた人々は

聖霊の力によって強く心を刺されました。

また主から授けられた神権の権威によって，

ヨハネと共 に足のきかない男を掻 し，その

奇跡のためにふた りは迫害 されました。使

徒たちがサンヒドリンの前に召換され罪を

問われた時も，ペテロは兄弟たちを大胆に

弁護しました。 また，福音が異邦 人に伝え

られるようになるという示現 も受けました。

(使徒2-4章 ，10章 参 照)

かつて網 を捨てて人間をとる漁師になる
あかし ぴ と

ようにと主の証人として召されたペテロは，

やがて鎖につながれ，投獄され，最後には，

殉教 しま した。(マ タイ4：19参 照)ペ テ

ロは，'復活された主が11人 の使徒に与えら

れた最後の指示， すなわち 「すべての国民

に教え，父 と子 と聖霊 との名によって，彼

らにバプテスマ を施」(マ タイ28：19)す

ようにとい う抗 しがたい責任に，最後まで



忠実で した。 そして，ヤコブ， ヨハネと共

にこめ神権時代に地上に戻 り，聖 なる神権

を回復 したのもペテロでした。その聖なる神

権の権威の下 にイエス ・キ リス トの教会は

この末 日に組織され，現在 も同じ権威の下

に活動 しています。これ らの並はずれた働

きのほかにも，ペテロは多くの業 を成し遂

げましたが， そのペテロもかつては主につ

まずいて後悔 し， その後，悔恨の念を乗 り

越えて，救い主が昇天された後， そのみ業

を推 し進め， またこの神権時代における主

のみ業の 回復 に参加 したので した。

ところで今，言葉や行ないによって信仰

を否定 している人がいるならば，その方々

がペテロの例から慰めと決意を得るこ とが

できるようにと祈 ります。神の王国を築く

ために自分 自身を変え，他の人々の力 と信

仰に皆さんの力と信仰を加えるという道も

あるのです。

最後に，私の知人にういて話 して終わり

たいと思います。 彼は教会を愛 して育った

のですが，実業家 としての道を歩むように

な 吃 野心に取 りつかれてから，信仰を否

定するようになりました。彼の生 活には，

忠誠心 らしきものはほ とん ど見られないよ

うにな りました。 しか し，幸いにも深みに

陥らないうちに静かな細 い声のささやきを

聞いたのです。救 いへ と導く自責 の念がわ

き上 が り，彼は変わりました。そして現在

は，卓越 したシオンのステーキ部長 として，

また国内は もとよ り世 界的な一流企業の ト

ップ役員 として働 いています。

教会や教会の教 えから離れている兄弟姉

妹の皆 さん，教会は皆さんを必要 としてい

ます。 そして皆さんにも教会が必要です。

皆さんは，理解ある耳を持った人が 多くい

ることに気づ くでしょう。皆さんが帰り道
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を見つけられるよ うに助けてくれる人は大

勢 います。皆 さんの心 を温めてくれる人も

います。そこには苦 しみの涙ではなく，喜

びの涙があることでしょう。

主がみたまの力.によって皆さんの心を動

か し， その望みがさらに強め られますよう

に。 また主が 皆さん の決 意 を強めて下 さ

います ように。皆さんが心の中で真実であ

ると分かっているところに帰る時に，皆さ

んの喜びが満ちあふれ，心の和み と満足感

があ りますように。

ホームテ ィーチヤーヘの提案

o強 調点

ホームティーチングのレッスンで以下の

点を示すとよい。

1.

2.

3.

4.

気高い目的を持ち続ける。

義にかなった働きによって主への愛を

示す。

信仰をもって王国建設のために働く。

私たちは生活を改善できるということ

を覚える。

O話 し合いのために
/。

2.

3.

天父の霊の息子，娘としての可能性に

到達することの大切さについて自分の

気持ちを述べる。家族にもそれぞれの

気持ちを話してもらう。

このメッ'セージの中に，家族で読んだ

り話し合ったりするのによい聖句や言

葉はないだろうか。

訪問する前に家長と話し合っておくと，

この話し合いをより充実したものにで

きるのではないだろうか。「終わりまで

耐えること」について，定員会指導者

や監督から家長にあてられたメッセー

ジはないだろうか。
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正齢 「

主のみ名

を受ける
アー デ ス ・G・カ ップ

霧 識

購 、辮 　

めい

何
年 か前の初春 に，私は小さい姪の手

け い リトレつ

を引いて，高い木がおい茂る渓流の

岩場を伝 って，幾時間 も歩いたことがあ り

ます。次はどこへ足を運んだ らいいか と，

一歩一歩
，転ばないようにバランスを取 り

ながら岩場 を進む，それはまるで ダンスの

ようでした。その ダンスに，音 をたてて流

れる渓流が伴奏を添えてくれていました。

しばらくすると， 目の前に草原が開けま

した。切 り倒 されたばか りの大きな綿の木

があちこちに転がっていました。私は姪が

その木を踏み越えていけるように，手をつ

ないで高 い草木の中を進んで行きました。

春を待ちかねたように，土の中から顔をの

ぞかせている若芽 もあ りました。 また山の

頂には根雪が見えました。 自然界のすべて

の ものが，神の創造の業を証 し，私たちに

対する神 の限 りない愛を示 しているように

6
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思えました。

私 たちの午後の活動は，夕暮れのそよ風

がその日の終わりを告げるまで続きました。

我が家に通 じる細い坂道に近づ くと，私

は姪 の手を離 して先に行かせようとしまし

たが，私 たちの手はしばらくつながれたま

までした。その 日， 冒険の間中一緒だった

ふたりの手は，何か目に見えない力で強く

っなぎ合 わされたようでした。

家のそばの空地に入る手前で，私 たちは

足を止めました。私 はかがんで姪のシェリ

ーを抱き上げ
， こまどりが木の枝に作ったr

巣 を見せてや りました。

思い出で一杯のこの 日の終わ りに，シェ

リーが眠くならないうちに，私たちはひざ

まずいて祈 りを捧げました。 シェリーは渓

谷やすべ りやすい岩，大 きな木，こまどり

の巣のことを感謝しました。私 もそのよう

な祝福に対する感謝の思 いを新たにしなが

ら，姪に毛布 をかけてやり，おやすみのキ

スをしました。姪は私の首に手を回して引

き寄せ， こうささやきました。「私たち同じ

家族だといいのにね。」

「シェリー，私たちは同じ家族 よ。」私は

とっさにそう説明しました。

「そうじゃないの
，本当の家族 っていう

意味よ。私の名字はラーセンだし，おばさ

んはカップで，同じじゃないわ。私が言って

いるのは， もしおばさんが私のお姉さんで，

まったく同じ名字だった らっていうこと。」

姪はまだ小さかったのですが，私は何 ら

かの形で永遠の真理 に目覚めさせることが

できれば，私たちが永遠 にひとつの家族で

あることを知 って安心するだろうと思いま

した。

「シェリー
，私たちは本当にまったく同

じ家族なのよ。私たちは，みんな天のお父

様の子供 なの。そしてみんなでひとつの大

きな家族 を作 っているのよ。私たちにはお

兄さんやお姉 さん，それ に弟や妹がいるわ。

イエス様が一番上のお兄さんなのよ。」

「それ じゃ
，イエス様は何ていう名字な

の?」

「シェリー
，救 い主のことをイエス ・キ

リス トって言うでしょう。」姪は無邪気に，

それ じゃみんなが自分の名前に 「キリスト」

っていう名字 をつけなくちゃねなどと言い

出しました。

「それは違 うのよ。 そのような名前はつ

けられないの。」

「どうしていけないの?」 姪はしつこく

聞いてきました。

私は救い主 と私たちのつながりが聖なる

ものであることを知って もらいたくて， こ

う説明しました。「きっと，私たちは時々い

けないことをしてしまうからではないかし

ら。 その名前をうけるには，まだ、ζ・さわし

くないか らよ。」

すると姪は片ひじをついて体 を起こしま

した。「おばさん は どんな悪いことをして

いるの?ど うしてそれをやめないの?や め

れば私たちはみんなひとつの家族になれる

聖徒の道/旧83年4月 号 7
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の?そ してみんなイエス様の名字で呼ばれ

るようになるのね。」

私は姪のこの単純明快 な質間に何 と答え

ていいのか考えてしまいました。この言葉

は，まるで初めて聞いたかのように，私の

心 に入ってきたのです。つい2日 前に聖餐

会に出席 して聞いているはずの言葉 なのに。

これまで何度 となくこの耳で聞いてきま し

たが， この時ばか りは違った響 きが感 じら

れました。 まるで全身全霊で聞いたような

思いでした。「喜びて御子 の御名 を受け，御
い ま

子 を常 に忘れず，またその下 したまえる誠
しめ
命を守 ることを……」(教 義 と聖約20：77)

聖 な るみ名をその身に受 け，御子 を常に

忘れずにその戒 めを守ること， これがベ ッ

ドの中で私 たちが話していたことではない

でしょうか。

シェリーはこの時の説明でよく理解 し，

満足 したようでした。私は，御子のみ名を

受けるという誓約を毎週新 たにする聖なる

儀式について， もっと深 く理解 したいもの

だと長年思 ってきました。普通聖餐式は 日

曜 日に行なわれますが，それは平 日の行な

いにどのようにかかわってくるのでしょう

か。また， これ儲子供 にとって，青 少年あ

るいは大人にとってどのような意味がある

ので しょうか。 それは私たちの生活にどの

ような影響 をもたらすのでしょうか。 この

聖 なる儀式を受 け身の態度で考 え，単なる

習慣としてよいのでしょうか。

イ エス ・キリス トは 「世のため十字架に

附けられ，世 の罪を負い，世 を聖くし，あ
きよ

らゆる不義 を潔め……あらゆるものを彼に

よりて救わんため」(教 義 と聖約76：41-

42)に ，世 に下 って来 られ ました。

私 たちには 自分で自分の罪を贈うことは

できません。私たちの罪を贈うために犠牲

になり命を捧げられたのはキ リス トで した。

繕
私たちには自分で自分の罪を

贋うことはできません。

私たちの罪を贋うために

犠牲になり命を捧げられたのは

キリストでした。

辮

キ リス トが人の理解 をはるかに越えた苦し

みを受けられたのはゲッセマネの園におい

てです。私たちの罪の重さがキ リス トに，
あな

あらゆる毛の孔 より血を湧かせ，身と霊 と
ふた

両つ ながらを苦 しめるほどの痛苦と悲痛を

味わわせたのです。みたまの賜 によってゲ

ッセマネの園のキ リス トを思い浮かべるな

ら，苦しみなが らも自分の罪と闘い，それ

を克服する力を私たち人間に与 えて下さる

のは，神の偉大な愛であることが分かります。

私 たちにはこのような愛 を理解すること

ができないのでしょうか。私たちが 自らの

8
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本分を尽くすなら，私たちを罪か ら腰 って

ふさわ しい者 とし，救いと昇栄 にあずかる

者 とする， これが主の購いの業です。

それでは，私たちの本分 とは何でしょう。

自らの罪を悔い改めてバプテスマを受け，

聖霊 を受 けてすべての戒めに従い，キ リス

トの贈いを受 け入れることです。

「われらは
，キ リス トの贈罪により，す

べての人類は，福音のおきてと儀 式とを守

ることによりて救 われ得 ると信ず。」(信 仰

箇条第3条)

バ プテスマを受 けて主の教会の会員とな

った時に，私 たちは救い主のみ名 を受ける

とい う誓約 を主 と交わ しま した。私たち

はバプテスマの時の誓約 を毎 日覚 え， 人生

におけるこの大切 な出来事を念頭 におきな

がら，心からしたいと思 っていることを行

なっているでしょうか。

私 もシェリー も，そして教会に集うすべ

ての人が，救い主の賄いを思い起 こさせて

くれる聖なる神権の儀式である聖餐を受 け

ています。聖餐を受けることで私たちは 日

日昇栄 に向か って進歩することの大切さを

心に留めることができます。 これは尊い聖

なる記念の儀 式です。 日曜 日に限 らず，月

曜 日も火曜 日も水曜 日も，1年 を通じて，

そして人生の山にある時 も谷にある時 も，

私たちに主の贈いを思い出させて くれる も

のです。救い主が私 たちを心から愛して下

さっていることは， シェリーにとって も，

私たちにとっても疑 う余地のない事実です。

神の御子 についてはアルマ7：11二12に

こう記されています。

「この男の子は世の中へ出て苦難とあら

ゆる誘惑である試みとを受けたもう。……

この方が自分 でその民の苦 しみ と病いとを

引き受ける……

・また肉体をもつ者 として慈悲の心 に

富みたまい，虚弱の度に応じてその民を救

う方法を知るために民と同じく虚弱を受け

たもう。J

マ リオン ・G・ ロムニー副管長の話を聞

いて，聖餐を受けるということに対する私

の考え方は変わ りました。 ロムニー副管長

は こう述べています。

「さて
，聖餐にあずかる時だが，ただ受

けるだけの消極的な気持ちで臨むようであ

ってはな らない。単なる歴史的な事実とし
とら

て しかイエスの死を捉えられないならば，

イエスの苦難や死を思い起 こすことはでき

ないだろ う。聖餐の儀式は極めて重要であ

り，霊的な体験を味わう ものでなければな

らない。・このことについて，救い主はこう

言われた。『……さらば，汝 らは この儀式

によりてたえずわれを記念すると言う証明

を御 父になすを得ん。』(III二 一ファイ18：

4-9参 照)

何 かを証明するためには，心を働かせ，

証明しようとする ものに心を集中させなけ

ればならない。私たちは聖餐を受ける時 に

腰い主のことを記念 し，御子を常に忘れな

いことを証明するだけでなく，喜んで御子の

聖徒の道/1983年4月 号 9
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み名を受け，その戒めを守 ることを御父に

証明することも忘れてはならない。今 日世

の中には，聖餐のパ ンと水が， イエスの肉

と血に変わると教 える教義があるが，私た

ちにはこのような教えはない。 なぜなら，

聖餐の儀式によって もたらされるいかなる

変化も，聖餐の意義 をよく理解 して受 ける

人の心の中で起こるものだということを知

っているからである。そのような人こそ，

最 も驚くべき方法で心 に感動を覚えるので

ある。それは，彼らに主のみたまが与え ら

れるからである。」(lnConferenceReport

「大会報告」1946年4月 ，p。47)

兄弟姉妹の皆さん， 自分はふさわ しくな

い，主の聖なるみ名を受ける資格がない，

あまりに不完全過ぎるなどと感 じたり， ま

た肉体が弱かった り，あるいは将来の 自分

の姿を考えて霊が沈んでいるような時，私

たちは消極的な気持 ちになり， 自分がふさ

わしくなるまで救い主 との聖なる交わ りは

控えたほうがよいのではと考 えたりするも

のです。 しかし， 自分がふさわ しくないの

ではと思う時で も， また自分が変わ ってい

なくても，主の腰 いの偉大な賜は，私たち

の前に再び差し出されるのです。消極的な

気持 ちになった時のあなたは，主に心を向

けているでしょうか。主のみこころに逆 ら

わずに従おうとしているでしょうか。

、ζ・さわしくなろうと努力し励む時に，私

たちの霊は真 の謙遜 さ と感謝 する心 を持

つようにな ります。そして，それだけ強 く

望んでいるのですか ら，その賜を受けるた

めのよりよい備えもできているはずです。

実際，永遠の報いを受け ようというのであ

れば， そうしなければならないのです。

聖餐の誓約はいつ もその効力を有 してい

ます。この賜は，本来の目的のため に使 え

るよう私 たちが備えをする時に，一層貴い

ものとな ります。今私はシェ リーに向か っ

てこう言いたいと思います。「そうね，私 の

名前に救 い主の名前を付け加えましょう」

と。私たちにそれができると主は言ってお

られます。 またそうするよう主は望んでお

られます。主は私たちが快 く主のみ名を受

けることを願っておられるのです。

私たちが心から求 める時に， この聖なる

賜が私たちの心 にしみわたり，私たちはそ

れを本来の目的のために使 うことができま

す。

私たちは義 に飢え渇いた心で聖餐式に臨

まなければなりません。聖餐式は自己評価
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の場 であ り，進むべき道の修正 をする時で

あ り，必要 とあらば生活を改める決心をす

る時でもあります。 また， 自らを省みて，

神が賜わった聖なる賦いの意味をかみしめ，

何をなすにも神のみたまの導きが得 られる

ことの素晴 らしさをさらによく理解 する場

なのです。

徐々に霊的に高い段階に進 んでいくにつ

れ，私たちは前世で同意したこと，すなわ

ち神の計画の下，すべての人に救いと永遠

の生命をもたらすために協力する という約

束を実行するようになります。

みたまが常 に自分 と共にいるようになる

と，私たちの生活は大きく変わ ってきて，

言葉遣いや 日課 にも，また車を運転 してい

る時や買い物をしている時にもみたまの導

きが得 られるようになります。やがて，私

たちの行ないから利已的なところがなくな

り， 人々とも思いやりと理解 の心をもって

接することができるようにな ります。また

奉仕 したいという気持ちが強まり， いつし

か善 をなしている 自分に気づくようになる

で しょう。そして，私たちは神のみ名だけ

でなく神のみ姿を も自分の身に受けられる

ようになるのです。(ア ルマ5：14参 照)

このようなことは，昔か ら行なわれてき

たことです。 キリス トの時代 にもありまし

た。キ リス トとごく親 しく交わることがで

きたのはわずかな人で したが，最初の弟子

たちは次第に思いやりの心 と理解を深め，

霊的 に成長 して大きな力と影響力を持つ よ

うになりました。

パウロの場合は， もっと劇的な過程を踏

んでいます。 ダマスコヘ向かう途 中で，パ

ウロは救 い主 に会いました。 そしてその時

から，彼の言動，歩み，生涯は大きく変わ

ったのです。

私たちはこのような出会いを，それほど

劇的でないにしても， 自分 自身の人生にお

いて経験 しているでしょうか。こうした出

会いの時に，私たちはそこに奇跡を見るこ

とができます。奇跡をもっとよく理解 し，

それ を体験することもできます。救い主が

私たちをご覧になる時のような 目で私たち

が互いを見るようになれば，生活は変わって

いくでしょう。主が私 たちに教えられたよ

うに，互いに教え合いたいと思うようにな

るで しょう。 また，主が証 されたことを互

いに証 し合えるように霊性 を高めたいと思

うで しょう。 そして私たちが集った時には，

こういう言葉が聞かれるようになるでしょ

う。「私たちは言葉のやり取りをするのでは

なく，心 と心 を通 わせ 合 うのだ。」このよ

うな関係は友 人や愛する人々だけに限らず，

その人の永遠の幸福に関 して私たちが何が

しかの責任を負うすべての人々との間にも

広が っていくようになるでしょう。 そして，

みた まによって，世の人の見方ではなく神

が御覧になるような見方で物事 を見ること

ができるようになるのです。

ロムニー副管長は，教会の責任から解か

れた姉妹たちに向か うてこう述べています。

聖徒 の道/1983年4月 号 11
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「皆さんに主の助けがあって，毎 日を主の

みたまと共に送ることができるよう祈 って

やまない。主 のみ声を聴いてそれに応えら

れるよう，生活を整え，知恵を求めること

は，素晴らしいことである。 そうする時に，

生活に慰めがもた らされる。 ……みたまの

声 をよく聴 き，みたまが何 を伝 えようとし

ているのか識別する力を得 るように。そし

て，その勧めに勇気を持って従 いなさい。」

ここで，隣の家 にいる兄弟姉妹や，近 く

にいる人，道を隔てた所にいる人，ずっと

遠くにいる人のことを考えて下さい。救い

主がその人の中に見るものを，あなたも見

いだそうとしていますか。 その人の重荷を

軽 くし，心を明るくし，理解力を深め，あ

るいはまた希望を抱かせるようなものを，

救い主ならこうされるというような方沫で

分かち合おうと思いますか。 このようなこ

とができますか。 しようと思っていますか。

聖餐 を受けて誓約を新たにする機会が毎

週与えられていますが，私 たちはこれ らを

通して心の中に，力が増 し加えられ，望 み

や人のために何かしようという決意が強 く

なっていくのを感 じることができるでしょ

うか。 あなたは真理 とは何 かを真剣に考え，

人に教えられる事柄について自分 なりの証

を持 ち，救い主の導きを得てそれを見知 ら

ぬ人であろうと兄弟姉妹であろうと自分の

隣人に教えようと思 っているで しょうか。

これを真剣に行なおうとする時，ほのぼ

のとした温かい思いが心 を満たすことでし

よう。声は和 らぎ，心は和み，思いやりの

心が育 まれ，ちょうど主のみ名によって仕

えている時のようなみたまを感じることで

しょう。これ こそ霊的な経験であり，私た

ちが切望するものです。主を忘れず， 主の

みたまを内にとどめようとする時に，私た

ちはこのことを経験することができるので

す。

編
みたまが常に

自分と共にいるようになると，

私たちの生活は

大きく変わってきて，
・いつしか善をなしている

目分に気づくように

なるでしよう。

轡

私たちは人々に手を差 し伸べてこそ，主

のみ名を受けるにふさわしい者 となります。

そしてそれは，私たちの 日常の生活や 日々

の家事の中で， また親 しい人々との交わ り

の中で実現 されるのです。

私たちは教会にいる時 も，バスに乗って

いる時も，買い物をしている時 も，教室 に

いる時も，そして家にいる時は特に，主 と

同じ立場に立って互 いを見るように努力し

12
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ようではありませんか。相手の限りない可

能性を認め，機会を とらえて永遠の真理を

分かち合 うようにしたいものです。その真

理は，やがてみたまのささやきによって個

人的な証 となっていくでしょう.救 い主は

その生涯の終わ りに当たって，私たちのた

めに苦 しみを受けながら，主の弟子 となる

にはどうしたらよいかを教えられました。

「わたしは
，新 しいいましめをあなたが

たに与える，互に愛 し合いなさい。わたし

があなたがたを愛したように，あなたがた

も互に愛 し合いなさい。

互に愛 し合 うならば，それ によって，あ

なたがたがわたしの弟子であることを，す

べての者が認めるであろう。」(ヨ ハネ13：

34-35)

主 のみ名を受けると，私たちの行ないの

一つ一つが主 に対する決意の現われ となり

ます。 また，完成を目指 して努力した比も

かかわらず，思うようにいかなか ったとし

ても，安息 日と聖餐の儀式の時が近づくに

つれ，かつてなかったほどに深い感謝の念

を持って，真剣かつ熱心に自分 を見つめる

ようになるで しょう。そして聖餐を受ける

こξによって心の変化を感 じ，傷っいた霊
いや

を癒 して，再び主に従って行こうという決

意をすることができるのです。

新たな1日 ，新たな1週 間，新たな機会

に臨む度に，私たちはもっと深く感 じ取 り，

もっと真剣に心を配 り， もっと愛 をもって

理解 し， もっと目的をもって教 え， いつも

主 を忘れずに主のみたまが共にあるよう積

極的に求めるようになるでしょう。

何年か前のあの夜， シェリーの小さな手

をきゅっと握 った後でそっと部屋を出る時，

私は心に感謝の念と敬慶 な思 いが込み上げ

て くるのを感じました。手をつないで午後

の間ずっと一緒に漢 谷を歩き，木を踏み越

え，抱き上げてこまどりの巣の中にある開

きかけた生命の奇跡 を見せてあげたその子

のお陰で，私は偉大な.る永遠の真理をさら

に深く探求 し，理解 しようという気持ちに

なりました。 ベンジャ ミン王はこう説明し

ています。

「お前たちの結んだ誓約のためにお前た

ちはキ リス トの子 と呼ばれ，キ リストの息

子や娘 と呼ばれる。それは今 日キリス トが

お前たちの精神を新 に生みたもうたか らで

ある。お前たちはキ リス トの御名 を信ずる

から自分の心が改まったと言 う。従 って，

お前たちはキ リス トにより生れてその息子

や娘 となった。」(モ ーサヤ5：7)

私 たちは皆ひとつの家族の一員であるこ

とを忘れないようにしましょう。道 に外れ

たことをしている時には， シェリーが私に

「どうしてそれをやめないの?」 と尋ねた

ことをもう一度よく考えて下 さい。心を改

めるということはいつも簡単 にできるもの

ではないか もしれません。でも，主の助け

があれば必ずできるのです。

聖徒 の道/1983年4月 号 13
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神様の愛
モー リン ・デ リク ・キー ラー

メ轡 鋒饗 …嚢警，

， こ数年 間，神様の愛を伝 える聖典 は

」 私 にとって特別な意味を持っていま

した。なぜなら，そこには美 しい言葉で真

実が表現されてお り，折にふれ，私 の考え

や気持ちに様々な影響を与えてくれたから

で した。 しか し何よりも大切 なことは，聖

典が私の生活の中の霊的な出来事にかかわ

りを持 っていることが分かり， そのために

聖典 に心を引かれていっ

たことで した。

忙しい休暇 シーズン中

のある晩のこと， こんな・

経験をしました。私は次

の 日曜 日にする聖餐会の

お話のために，大あわて

でお話の主旨を強 く訴 え

る聖句を探していました。

親戚が家 に訪ねてくるこ

と，休暇の準備がまだ整

っていないこと，家の中

が散 らか っていることな

どを考えると頭が混乱し

てきて， こんなに忙 しい

時に，どうして監督に 「お

引き受けします」.などと言って しまうたの

かと後悔 しました。私はしばらくの間いた

ずらにペー ジをめくっていましたが，つい

に二一ファイ第一書の第三1章を見つけまし

た。 そこには，救い主の降誕と地球での伝

道について二一フ ァイが受けた素晴 らしい

示現が詳 しく書かれていました。どういう

わけか，以前にこの啓示 を読 んだ時には特

.に何 も感 じなかったのに，

その晩に限ってこの聖句

が強 く私の胸 を打 ちまし

た。二一フ ァイは喜びに

満ち，こう記しています。

「天使が私 に 『神の子

羊， まことに永遠の父な

る神の御子を見よ，汝は

父の見た木の意味を知 っ
おう

ているか』 と仰せになる

から，

私はさよう，その木は

神の愛であって人の心 を

あまね くうるおすもので

あるか ら， どんなものよ
このまし

りも好いものであると答

◎ProvidenceLithographCompany
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えると，

天使は 『そうであるそれは心 にとって最

も喜ばしいものである』，と言っ」た。(1

二 一ファイ11：21-23)

その言葉はまるで生まれて初めて発見し

た宝物のようでした。 リーハイの見 た白い

実のなる木の意味が初めてはっきりと分か

ったのです。この上 なく甘 い木の実 は，神

様が持ちたもう，人を感化せずにはおかな

い優 しい愛を表わしていました。

こうして私はお話のテーマを見つけただ

けでなく，それから数 日間の忙 しい生活 を

乗り切る力も得ることができたのです。 お

客が詰め掛けてきて店は忙 しく， レジは鳴

りっぱなしで したが，そんなことは気に も

なりませんで した。私の心は神様の愛で再

び温かくな り，強 くなっていました。

しかし，この 「真夜中の探求」が もたら

した最大の成果は，過去の大切 な思い出の

ひとつが心の中によみが えってきたという

ことです。神 の愛を自分の手で見いだした

時の思い出です。

その頃，私は20代 後半 で独 身で したが，

それまでの人生を振 り返ってみて何 か大き

な変化を求めていました。 そしていやな誕

生 日が来ると，ずいぶん年 を取ってしまっ

たという気持 ちになり，独身の教会員の大半

がそうであるように，私はある大切な 目標を

逸してしまったと感 じていました。私は主

からはっきりとした導きを受 けたいと思 い，

生まれて初めて神権指導者 に祝福をしてく

れるよう頼み ました。彼は，断食をして準

備 しますからあなた も断食して下 さいと言

いました。そのようにして， まばゆいよう

なある日曜 日の早朝に私たちは会 いました。

彼が祝福の言葉 を述べている間，私は問

題の答えと解決法を見いだそうとして， じ

っと耳を澄ませていました。 しか しその祝

福を聞いて私は肩を落 としました。賢明に

18

も，主は私 をつ き離し，自分で道を見いだ

すようにと言われたのです。しか し主は，

その代わ りに私が本当に必要だった もの，

っ まり神様 は私を愛して下 さっているとい

う疑いようのない証を与えて下さいました。

その祝福の言葉を聞いて，私は神様が私の

生活や様々な問題をはっきりと御存 じだっ

たことが分か りました。神様が私にいつも

力を与えて下さったことが具体的に心によ

みがえってくるたびに，みたまはその一つ

一つが真実であることを教 えてくれました。

そして私の体のどこか奥深い所から愛 と感

謝がわき上 がってきて，心 に満ちあふれ ま

した。私は生 まれて初めて神様の愛を実感

し，真心から，私自身の愛でそれに応えた

のでした。

私 はこの経験から得たものについて， し

ばしば考えました。神様 の愛を知ることが

どうしてこうも私の人生に不変の力を与え

てくれるので しょうか。不思議 なことに，

神様はとても近くにいらっしゃって， 人に

言えない悲しみや恐れや，真夜中にふとわ

き起 こる困惑 さえも何か ら何 までみんな知

っていらっしゃいました。私 は独 りぽっち

ではなかったのです。神様の愛は私 の悩 み

を取 り除いて くれました。 また，私 が期待

通 りに自・分の 目標を達成できなか ったとし

ても， どのようなものであれ神様の計画は，

私の計画 よりも優れたものであることを教

えてくれ ました。

私が監督から聖餐会でお話 をするように

頼まれたのは，こんなことがあって間もな

くの、ことで した。私は喜んでそれを引き受

け，集会の前 日までかかって筋が通 ってい

て知的で，的を得た聖句と知識で入念に裏

付けたお話 を準備 しました。

土曜 日の夜 になって監督から電話があり
さ さい

ました。彼はどんな些細なことでもみたま

の導 きを受けているような人でした。

會



験

1

「あなたが明 日お話 なさる時，準備 した

お話はしないで下さい。心が語ることをそ

のまま話 して欲 しいのです。」

「でも私は本当に素晴 らしいお話ができ

るように随分時間 をかけたのですが。」
がん

しかし彼は頑 として言い張 りました。「私

はあなたの心からわき出るお話をしていた

だきたいのです。」

私は綿密 に準備 したお話をやめるのは気

が進みませんでした。 しかしみたまのささ

や きに耳を傾けてみると，は っきりした考

えが頭 に浮かんで きました。 「神 さ まの愛

についてこの間得 た証 をす るべ きだわ。」

しかしあのような個人的で神聖 な経験 を多

くの人々の前で話すのは容易なことではあ

りません。

私は教師としてかなりの経験を持ってい

ましたが，その 日曜 日は胸の鼓動 を抑 えな

が ら説教壇へ と歩 いて行きました。私 は神

様の愛を見いだしたことを話 し始めました。

そして神様 の愛を感ずる時，いつ も味わ う・

温かい気持 ちや信頼について話す時，神様

の守 りと慰めを表わ した聖句の箇所を開き

ました。

「ああ
，エルサレム，エルサ レム，預言

者 たちを殺し，おまえにつかわされた人々

を石で打 ち殺す者 よ。 ちょうどめん どりが

翼 の下にひなを集めるように，わたしはお

まえの子 らを幾たび集めようとしたことで

あろう。」(ル カ13：34)私 に とってこの聖

句は他のどんな描写よ りも美しく感 じられ，
そうめい

聡明で優 しい神様 の愛を教えて くれる もの

でした。

私は，神様の愛が近づ きがたいものでは

ないことを如実に物語っている素晴 らしい

聖句を もうひとつ選びました。

「われ に近づけ
，さらばわれ汝らに近づ

かん。熱心にわれを求めよ。 さらば，汝ら

われを見 出さん。求めよ，さらば与 えられ，

聖 徒の道/1983年4月 号

叩けよ，さらば開かるることを得ん。」(教

義 と聖約88：63)

このお話 をするのは，大変でした。 しか

し，今 まで私は何回もお話 をしてきました

が，そのお話は，それまでの どのお話より

もはるかに強 く私 自身や他の人々の胸を打

ちました。私は，そのお話で引用 した聖句

が美しい とか意味深いとか思ったことは一

度 もありませんで した。また，私はこの時

ほ ど説教壇の上か ら真実を語っているのだ

という強い確信 を持 ったこともあ りません

で した。

つい最近の ことですが，私はモルモン経

の中に神様の愛が力強く詩的に表わされて

いる箇所をまた見つけることができ，うれ

しい経験をしました。

「心の清いすべての人たちよ
，頭 をあげ

て神 の楽 しい言葉を受けよ。そしてあくま

で神 の愛を味わえ。あなたたちの心が堅固

であるな らば，とこしえにこのようにする

こともできる。J(ヤ コブ3：2)私 は 「あ

くまで味わう」という含蓄のある言葉にた

ちまちのうちに引き付け られてしまいまし

た。 ヤコブはこの短い言葉で神様の愛が比

類なく深いことを伝えようとしているので

す。

私はこのヤコブ書の聖句を20年 も前から

読んでい ました。で も，その日はいつにも

増 して，はるかに意義深い経験をすること

ができましたpこ の20年 の間 に，経験 と啓

示 により私は神様の愛が どのようなものか

をた くさん学んだのです。私は神様の愛は

豊かで尽きることのないものであることを

知 りました。 その愛は，飢え渇いた人が探

し求めるのでなければ見つけるごとのでき

ないものです。 しか し，心が福音 にしっか

りと根をおろしていさえすれば，私たちは

その神様の愛 を，・いつまで も 「あくまで味

わ」うことができるのです。
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セブで見つ

けたもの

リチ ャー ド・M・ ロム ニ ー

ベ ン ジ ャ ミン ・ミサ ル ー チ ャ

ァ ベ リナ ・ミサル ーチ ャ

20

ミサルーチャー家は，中部フィリ

ピンのこの島に移ってきてから，今

までの生活に無かったものを見つけ

ることができました。

★ ★ ★

通
りでは，車のクラクションが鳴 り響

き， タクシーやバ スがひしめき合 っ

ていました。ベンジャミン ・ミサルーチャ

は市場 に腰をおろし，車が行 き来するのを

見ながらパンカチを取 り出して額の汗をぬ

ぐいました。彼はそこで妻が早 く買い物 を

終わ ってくれるのを待っていました。 フィ

リピン特有のあの湿 度の高い暑さの中で，

彼は早 く家に帰 って子供 たちとゆっくりし

たいと思 っていました。

その時，彼の目はふ と，その広場 を見下

ろす建物 の壁に取 り付けられた看板 の上 に

とま りました。「いかなる成功 も家庭 の失敗

を償 うことはできない」看板にはそう書い

てあ り'ました。 彼は知 らず知 らずのうちに

その言葉について深 く考え，確 かにその通

りだ と思いました。

「当時，私はまだ若く30歳 位で，4人 の

子供がいました。私たちはどちらか と言 え

ば，他のフ ィリピン人に比べ恵まれた生活

をしていましたが， それで も自分の生活 に

満足していたわけではあ りませんでした。

私は心の中で何か もっと他の ものを捜 し求

めていたのです。」そう彼は語 っています。

看板に書かれていたのはデ ビッ ド・O・

マ ッケイ大管長の言葉で したが，それを書

いたのがまさか，首都のマニラに住んでい

た時に3週 間ほど話し合ったことのある同
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じモルモン教会の宣教師だ とは考えて もみ

ませんでした。彼はまた南部 のもうひ とつ

の大きな町ダバオでも，二度 ほど長老たち

の訪問を受けたことがありました。

ベ ンジャミン ・ミサルーチャは製薬会社

に務めていましたが，それからまたしばら

くして，中部諸島のひとつにある重要 な町

セブ市に転勤 してきたのです。 ミサルーチ

ャ氏 と彼の家族が 自分 たちの生活の中に無

かった ものを見いだすことになったのは，

このセブ市でのことで した。

ミサルーチャー家は新 しい家に胸を踊ら

せていました。セブとその周辺はフィリピ

ンの歴史を語 る上 で非常 に重要な所です。

世 界一周を試みたフェルデ ィナンド ・マゼ

ランがフィリピンに初めてキ リスト教を紹

介したのがここでした。マゼランの木製の

十字架 と言われるものが，今 なお町の広場

に立っています。1565年 か ら1571年 に かけ

て，セブはスペ インの植民地の首都で，セ

ブの住民はのちにスペインからの独立戦争

で重要 な役割 を果 たしたのです。 第二次世

界大戦 の時には、ゲリラ行為 に対 する報復

として，セブ市はほとんど全市にわたって

破壊されてしまいました。 しか し港だけは

無傷のまま残 り， その後町は再建 されまし

た。今 日，セブは島 と島を結、ζミ商業や国内

航空便 の中心地で，農業 に携わる人，工場

の労働者， ビジネスマンなど様々な人々が

生活 しています。 ミサルーチャ家の人々は，

フ ィリピンならどこへ行 っても同じように，

セブの人々 もとても親しみやす く，親切な

ことを知 りました。

「フ ィリピン人はもともと親 しみやすい

人々なんです」 とベ ンジャミンの奥さんの

聖徒 の道/1983年4月 号

アベ リナが語 っています。「家族の絆 もしっ

かりしています し，他 の人々とも親しくし

ています。共にいろいろな経験をしたり，

物質的なものさえも分か ち合 っています。」

分かち合いの精神がそれほどまでに浸透

している社会 にあって，特に寛大で親切 な

人として目立つのは非常にめずらしいこと

です。地元のPTA会 長 がまさしくその良

い例でした。 ミサルーチャ家の人々が引っ

越 してきた時か ら，彼女は彼らがその新 し

い町に慣れることができるように随分 と骨

折 ってくれました。やがて，ミサルーチャ氏

はPTAの 役 員 として奉仕することになり

ましたが，後 になって彼はそのPTA会 長

がモルモンの監督 の妻であることを知 りま

した。 そして彼の教会に対する好奇心はま

すます深まっていきました。

「ある日
，私は家に向かって歩いていく

おふ たりを見か け， 走 り寄 って行 きま し

た」と ミサルーチャ氏は言っています。「私

は彼の行 っている教会をもっと詳 しく知り

たいと話 しました。すると彼はふたりの素

晴 らしい若者 を紹介するか ら，その人たち

から聞くようにと言いました。」

その後の10カ 月間，長老たちは ミサルー
しげ

チャ家を足繁 く訪問 しました。ベンジャミ

ン ・ミサルーチャは，前 に別 の宣教師たち

と会った時のことを話 して，新たに紹介さ

れ た長老たちをよく笑わせました。それは

その宣教師たちについてまだあま り知 らな

かった時のことです。「彼らは我が家の ドア

をノックし，私にこの家の主人かどうかと

尋ねてきました。家の雑用をしていた私は

暑 さのため汗だくになっていたので，『いい

え，私 はここの掃除夫です』 と答えました。
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それは私がいつ も家族にふざけて言う言葉

でしたが，彼 らはそれを真 に受けたのですd

アベ リナはいつ も彼 らのために冷たい水

やジュース，ケーキそして時にはシオパオ

(ソーセージや玉子の入った半焼けの白い

中華風蒸 しパン)を 用意 しました。当時，

子供は5入 いましたが，福音 についてまじ

めな話をする前は，よく宣教師をか らかっ

たり，冗談を言 ったりして楽 しんでいまし

た。

「私はまだモルモン経が信 じられ なかっ

たので，聖書か ら答 えを得たいと思いまし

た。彼 らは聖書の中から私に答えを示 して

くれました。自分 自身でさえ答 えられない

疑問に，どうして彼 らが適切 な答えを与え

てくれるのか私 はすっか り当惑してしまい

ました。」ベンジャミンはそう語 っています。

少しずつですが，彼の当惑は理解へと変わ

っていきました。宣教師たちが，適切な答

えを見いだすことができたのは，真理を知

っていたからなのです。彼は家族を集め，

話 し合いを持ちました。

「このことについて
， 自分でよく祈 って

みて欲しい。」彼 は妻 と子供 たちにそう言

いました。次の家族会議で，家族全員が末

日聖徒にな りたいという気持ちを表わし，

1978年4月29日 の土曜 日にバプテスマを受

けました。

「私たちは会員になってからずっと祝福

を受 けて来ました。」ミサルーチャ兄弟はそ

う語っています。彼は保険会社で働 き始め，

仕事は順調に伸び続けてきました。「友人た

ちの中には私に敵意 を抱 く人もいたことは

事実です。彼らは私 に2年 以内に以前行 っ

ていた教会に戻るように忠告 しました。 で
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も私は真の教会，キリス トの教会を見いだ

したのです。家族の絆は一層強 まりました.

子供たちはよりしっか りと各自の技術を伸

ばすようにな り，人々の前で恥ずかしがら

ずに話せるようにもな りました。私 には自

分が主の道 を歩んでいることが分かりまし

た。」

現在， ミサルーチャー家はセブ市郊外の

ラーグにあるLDSス テ ーキ部 センターか

らさほ ど遠 くない明るい自塗 りのアパー ト

に住 んでいます。彼らはセブ市フィリピン

ステーキ部の， セブ市第一 ワー ド部 の会員

です。現在45歳 の ミサルーチャ兄弟は，長

老定 員会の会長 とステーキ部の音楽委員長

の責任を持 っています。彼の奥 さんは日曜

学校 の教師とステーキ部扶助協会の音楽指

導者です。 また21歳 になる長女のベ ネッ ト

はステーキ部活動委員会の委員長お よび扶

助協会の社会の教師を務めています。

19歳 になる長男のベンソンは， ステーキ

部若い男性 の役員であ り，伝道 に出る準備

をしています。16歳 の娘のベレンダは， ワ

ー ド部初等協会の書記をしています。15歳

のベル ミンは，教師定員会の第一副会長で，

その下の妹で12歳 のベンジェリンは，「私た
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ちがみなお互いに仲良くやっているかどう

かをチ ェックする責任」を受けています。

物事 に関 して最終的な決断を下すのは ミ

サルーチャ兄弟ですが，家族はそれぞれ 自

分の意見を述べ合います。「私たちは子供た

ちに自由に意見を言わせるようにしている

んです」と ミサ ルーチ ャ姉妹は話していま

す。「何か問題があると，私たちはそれを家

庭の夕べで話し合います。 もちろん家庭の

夕べでは楽 しいこともや ります。」

その楽しいことの中には音楽 も入るとベ

ンジェリンは話 しています。「家 にはソプラ

ノ，アル ト，テナー，バスの各パー トがい

るので，歌 う時 には必ず4部 合唱で歌 いま

す。それにうちの者のほとん どはギターか

ピア ノあるいはその両方を弾 くことができ

るんです。」家庭の夕べでは霊的なレッスン

もします し，ベル ミンが主役を演 じる，マ

ニラ神殿建 設資金獲得のためのステーキ部

主催の演劇の練習をしたり，健全な映画が

上映されていれば町へ出かけて映画鑑賞 も

します。 また特別 な場合には，家族で外食

をすることもあ ります。「ぽ くたちはお米

やいか， トロピカルフルーツみたいなフィ

リピンでとれる食べ物が好きです。 もちろ

んピザ も大好きです」とベル ミンが言 って

います。

ミサルーチャ家には， チームワークの精

神が行き渡 っています。「私たちは各自がそ

れぞれ家で仕事 を分担 して受 け持 っていま

す」とベレンダは話 しています。「だからと

いって他の人の宿題を見てあげなかったり

ということでは，，ありません。」ホームティ

ーチングの同僚 として父親 と一緒に行動 し

聖徒 の道/1983年4月 号 23
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ているベンソンはこう話 しています。「ぽく

はお父さんの前 にいて も窮屈 に感 じたりは

しません。友だちと一緒の時でもそうです。

ぽくにはお父さん も友だちなんです。ベネ

ッ トもそうです。学校で何かいやなことが

あって も，そのことをベ ネッ トに聞いて も

らえる し，よく分かって くれるんです。」

戦争でほとん どの国の記録が失われてし

まっているにもかかわらず， ミサルーチャ

家ではほとんど4代 にわたって系図を調べ

終 え， さらヒ詳 しい資料 を入手するための

努力を続けています。ベネッ トは よく墓地

に出向いて，墓石 に刻 まれた名前や 日付を

調べ ました。ベンジェリンもベンソンもそ

れぞれの覚 えの書 を誇 りにしています。ベ

レンダは，いつ もきちんと日記をつけてい

ます。 日記には，・自分たちの地域 に近々新

しいステーキ部ができること，マニラに，も

うじき神殿が建つこと，両親が地域大会に

行 ってスペンサー ・W・ キンボール大管長

の話を聞いたことなどが記されています。

「私 は自分の気持ちや考 え，決心や経験，

自分のしたことなども記すようにしていま

す……」

「それに，特に大好きな男の子 のことも

ね!」 妹が にこりとしなが ら付け加 え，み

んなを笑わせます。

地元のテレビ局のレポーターとして活躍

しているベネットは， 自分が仕事の重圧に

耐えられるように，家族がよく助けてくれ

ると話しています。

「私の仕事はカメラマンと一緒 に， その

地域の重要な，また意義深い事柄を取材する

ことです。」彼女はこれまで も市長をはじめ

地元の他の役人たちにインタビューしてき
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ました。「時には火事や強盗事件などを取材

することもあ ります。 自分 自身の現在の状

態を幸せだと思 っていない人々がとて もた

くさんいるのです。」

「家 に帰 った時に
，・我が家にあるような

素晴らしい雰囲気が待ち受けていてくれる

なら，主に心から感謝 したくなるものです。

たとえ問題や困難 にあっても，私が家に帰

って来てそのことを話せ るように，神は私

に家族を与えて下 さっています。両親や弟，

妹 たちは私が問題を解決できるように助 け

て くれます。 日曜 日に教会 に行 ったり，週

日の教会活動に出席したりと多くのことを

家族 と一緒 にしながら，私はたくさんの手

助けを受けています、。」

彼女 は仕事の時 に， インタビューの相手

の人からコーヒーを出された場合，それを

断わ りますが そうすると，相手 はその理

由を聞きたがり，彼女がこの教会の会員で

あることに関していろいろと質問をしてく

るそうです。「そんなことか らよく知恵の言

葉の話 になるんです」 と彼女は話 していま

す。彼女はまた次のようなことにも触れて

います。「放送の仕事をす る時 に，『どぎつ

い言葉』に嫌な思 いをすることがよくあり

ます。 ひどい言葉で どなりつけるディレク

ターもいます。 レポーターの仕事以外に，

私 はショーなどのディレクターの仕事 を引

き受けることもあ りますが，そんな時 『ど

うして他のデ ィ.レクターの ように怒ったり，

わめき散 らしたりしないのですか』 と言わ

れることがよくあります。で も，悪い言葉

を使わなくとも注意を与えることはできま

す。 もっと良い方法で効果 を上 げることが

できると思 うんです。」
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ミサルーチャー家は，教会での活躍ぶり

のほかに，学校に通 う子供たちのことでも

有名です.子 供たちはみな小学校か ら高校

まで立派な生徒として努力してきています。

ベネットは，高校で次席の卒業生として式

辞 を述べ ました。ベ ンソンは現在，クラス

で2番 目の優等生です。現在高校のクラス

で2番 目のベ レンダは小学校卒業の時もや

はり次席でした。

「我が家ではまだこの ジンクスが破れな

いんですよ」 とミサルーチャ兄弟は笑みを

見せなが ら語 ります。「で もまだ卒 業生総

代(首 席卒業生)に なる夢は捨 てていませ

ん。」たとえ子供たちがそれほ ど優秀でな く

とも，子供 たちを精一杯励 ましてあげるつ

もりだと彼は付け加 えています。「だれで も

失敗はするものです。子供たちに，失敗 し

たか らと言ってそれで世 の中が終わ りだな

どと思わせないようにしなければな りませ

ん。次の時に， うまくい くか もしれないの

です。大切 なのは賞を得ることではありま

せん。努力し自己の向上をはかることです。

子供たちが最善 を尽くしているのなら，そ

れが彼 らにとってはベス トの状態なのだ と

、思います。」

ミサルーチャー家は教会での活動，勉強や

聖徒 の道/1983年4月 号

仕事の面の成功，家族の絆が もたらす喜び

を味わっていますが，彼 らの生活の中で最

も大きな喜びと言えるのは，恐らく父親が
ひ けつ

セブに移 って来て見つけた幸福の秘訣を人

人に分かち合 うことでしょう。

「ぼくは， この教会が唯一の真実の教会

であることを証 することができます。」こう

言っているのはベル ミンです。「ぽくは，時

時悪いことをしないように友だちに勧める

ことがあ ります。すると友だちは確かにそ

うだ と言います。例えばタバコの害 などに

ついて話をすると，彼らは 『そんなに害が

ある とは知 らなかった』 とよく分かってく

れ ます。なんだか彼らに警告 しているみた

いです。それに授業をさぽったり，良くな

い映画を見に行った りしないようにも説得

しています。」

「ぽくの友だちの多くは
，福音が真実で

あることを知っています」 とベンソンが話

しています。「しかしどうして も打ち破れな

い壁があるようです。彼らはよくこう尋ね

ます。『君はどうしてぽくに変わって欲しい

と思 うんだい』 と。頑固なんですよ，もっ

とも生 まれた時か らそういう生活でしたか

らね。ぽ くは彼らに今以上 に幸福になって

もらいたいと思 っているんです。」

「私は毎 日祈 りによって一 日をはじめま

す。」そう語 るのはベ レンダです。「学校の

クラスメー トたちは，教会 についてとて も

興味を持 っています。私がモルモンだとい

うことが分かると，『なぜお酒 を飲 まない

の』 などといろんな質問をしてきます。その

たびに私はそれは教会の教えだし，体にも

良 くないからと理由を説明してあげます。」

ミサルーチ ャ兄弟は，友人のラリー ・ユ
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マルに福音を紹介した時のことを次のよう

に話しています。「彼は私になぜ末日聖徒に

なったのかと尋ねました。 そこで私はより

多くのことに答えを与えてくれる教会，教

えを実践している教会，私たちが今まで知

らなかったことを教えてくれ る教会を捜 し

求めていたことを話 しました。」

それから2カ 月半後，ユマル兄弟は教会

に改宗 しました。彼の隣 人で，神を汚すよ

うな言葉 を使 った り，ギャンブルをしたり，

彼の家の前にゴ ミをどっさり捨てていくよ

うな人がいました。 しかしユマル兄弟の彼

に対する態度は変わりました。「彼はその隣

人を良き隣人として扱うようにな り，その

人にとって良きク リスチャンになろうとし

たのです。」ミサルーチャ兄弟はそう説明 し

ています。「今まで粗野な生き方 をしていた

その隣人が生活を変え，教会に入ったので

す。そして彼はその福音を他の家族 に紹介

し，その家族をバプテスマに導 きました。

そして今度その家族 は宣教師に他の家族を

紹介し，その家族 もまた改宗 したのです。」

そのような経験から，ベンソンは明らか

な教訓を得ました。「自分の言いたいことを

他の人に聞いてもらう一番の方法は， その

人を心にかけていることを，行動で示すこ

とです。彼らに話 しかける前 に， まず彼 ら

と友達になり，安心させることです。ぼ く

たちの学校には島中から生徒が集 まって来

ています。ですから宗教が違 うこともそう

めずらしいことではあ りません。モルモン

として 自巴主張することは簡単ではあ りま

せんが，友人に自分の信条を話すことはで

きます。」

「持てるものを分かち合おうとするフィ
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リ ピン人の姿勢 は，教会の成長 の大きな力

になると思います」と ミサルーチャ姉妹 は

話 しています。「自分たちの生活に大切な も

のを分かち合うのは当然のことです し，福

音は最 も大切なものです。フ ィリピン人が

分かち合うことを当たり前の こととして行

なっているのだとしても，そのような態度

は福音の光 によってます ます強められます。

フィリピン人はいつ も幸せな気持 ちにひた

っている人々が多いのですが，そんな彼 ら

でもモルモンに出合 うと非常 な感銘を受け

ます。 それは，回復された福音にそった生

活をしている人々は何か独特の ものを持 っ

ているからです。」

ミサルーチャ家を訪 問する教会員でない

人々が心の中にそのような温かいものを感

じながら家を後にするのは， そのためでは

ないで しょうか。「私たちは彼らに家庭の夕

べについて教 え，福音がいかに家族 をまと

め，仲良くさせてくれるかについて話 しま

す」 とミサルーチ ャ兄弟は語 っています。

「あなたの知 り合いの人々に最 も影響を与

えることができるのはあなたです。 なぜな

ら彼らと同じ経験をし，彼 らの生活に直接

かかわることができるからです。」

ミサルーチ ャ家がセブ市 に着 いた時，彼

らはまだ福音を知 りませんで した。 しかし

彼 らはここで，今 も永世 にもわたって完全

な，そして幸福 な家庭生活を送 る方法を見

いだしたのです。彼らにはその秘訣を長 く

人々にか くしてお くことはできそうもあ り

ません。

⇔ ⇔ 《》 ⇔ ⇔



く》く》一 ⇔く》葦》献 》く》舗 執 》

天父は私たちが救い主のような完全

に均斉のとれた人格の形成を心がけ

ていくなら，導きと教えを与えて下

さいます。天父の目指すところが，

私たちを教え導くというこの点にあ

るのを知るのは素晴らしい慰めです。

⇔ ぐ》《》輔 く》⇔ ⇔ ⇔ 《》く》{》く》虜レ⇔
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81年4月 下旬，世界初の宇宙往復船

スペース ・シャ トルが軌道に向けて

発射され ました。数次にわたる自力飛行 テ

ス トの第1回 目に挑み，2日 間にわたって

地球の周りを飛行 しました。

地上 では， コロンビア号が再 び大気圏 に

突入 し，カ リフ ォルニア州 にあるエ ドワー

ド空軍基地に着陸するのを，人々が緊張 し

た面持 ちで待ちわびていました。 この時の

着陸の正確 さは驚くべきものでした。 スペ

ース ・シャトルは時速29
，000キロの速度で

大気圏内を下降し，徐々に適正 なスピー ド

に落 としなが ら，幅数 百 メー トル，距離

にして数 キロ程の滑走路へ完壁な着陸をや

ってのけたのです。 それはこの惑星全体か

ら言 えばほんの点のような場所でした。

私たちが永遠の両親の下に霊の子供 とし

て暮 らしていた時か ら， この地上での経験

を経て，ついには 日の光栄の王国へ と帰っ

てゆ くその旅路は，ある意味でコロンビア

号の宇宙旅行 に似ていると言 えます。私 た

ちは この旅路の中で，無事神の下へ帰るた

めの知識 と経験，つま り私たちが持 つ永遠

の可能性 に到達するための知識と経験を身

につけなければなりません。私たちがこの

地上で行なうあらゆる事柄は，来世 でどの

地点へどのように着陸するか に影響 を及ぽ

します。

悲 しいことですが，永遠 の世 界に再突入

する時に，私たちの 多くは自分が目標を見

失 ってしまったことに気づくでしょう。あ

る人々は星の光栄や月の光栄に，またある

人々は 日の光栄 に着陸 します。思 うに， こ

の差は私たちが聖霊 の導きによるバランス

のとれた生活を築いていけるかどうか， そ

の能 力に左右されるのではないでしょうか。

聖徒 の道/1983年4月 号 27



誕灘 耀 鰭 灘 縫

コロンビア号の宇宙飛行 が成功 したのは，

適切 なバラ ンスが保たれていたためで した。

熟練 した技術者に操 られてコロンビア号は

幸運にもほ どよいバランスのとれた速度，

方向， タイミングを得て字宙空間に飛び出

し，完壁 な飛行を遂げ，無事帰還 しました。

しかし，末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会の

会員として私たちが得ている導きは，これ

とは比較にならないほ ど確実なものです。

なぜなら， それは人の霊の救 いをつかさど

る神から来るものだか らです。 この世の旅

路の間，私たちには案内役として聖典 と 「み

たま」が与えられ，さらに私たちを導く予言

者が与えられています。 スペ ンサー ・W・

キンボール大管長は主の代弁者 として私た

ちに救 いを確実にするための道を教えて く

れています。

予言者の勧告 は分かりやす く，はっきり

としているのですが， それにもかかわらず，

人は時として道を外 しそうにな ります。あ

る会員たぢは，都合のよい時には予言者に

聞き従おうとするのですが，犠牲やさらに

大きな献身が求められると耳を傾けようと

しません。またある会員たちは福音の単純

さを忘れて，ひ とつのことだけを強調し，

ほかの部分をおろそ かにすることがあ りま

す。 また， 自分たちに与 えられた導 きをわ

ざわざ難しく受け取 って分かりやすい神の

助言をあいまいなものにし，霊的なバラン

ス感覚を失 って しまう会員 もいます。中に

はうわさ話，狂信，誤った道徳観や価値観，

おざなりな信仰の犠牲になっている人々さ

えいます。
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羅 灘鰯鰯纒灘鰯
装 難灘 縫鰯鰯難難

私は自分 の経験から，大抵の人間は憶測

に引きず られやすいことを知 りました。 こ

の点については末 日聖徒 といえども決して

例外ではあ りません。 「もう聞いた?」 「ね

え，知 ってるマ 」「だれにも口外 しないなら

教 えますよ。」こうした方法は必ず，たちま

ちの内に人々の注意を引き付 けます。大抵

その後にはうわさ話が飛び交います。 その

内容は，次の監督 やステーキ部長は誰かと

いった類の ものから，福千年到来の時期 に

至るまで様々です。

しか しながら，予言者たちは私たちに深

い関心を持 って勧告 しています。信仰 と希

望にあ、ζ・れた予言者たちは神を知 り，神か

ら与えられた霊感を私たちに示 してくれま

す。 その上，私 たちは 「みたま」に耳を傾

けることによって，いつでもその霊感が神

から来たものであることを知ることができ

るのです。悲 しいことですが，私はある人

人はいろいろな形の行 き過 ぎに陥 りが ちな

傾向にあることが分か りました。例えば，

食べ過 ぎる人がいるかと思 えば，健康維持

に必要 な栄養の摂取に無頓着な人もいます。

寝過ぎの人もいれば，睡眠時間が足 りない

人もいます。また適切 に体 をいたわ り体調

を整えることをなおざりにする人がいるか

と思うと， 自分の肉体 を崇拝せんばかりに

している人 もいる有様 です。確 かに私 たち

は自分 の体 の健康 と維持のためにあ らゆる

新 しい知識を，できる限り得 る必要がある

と思います。 しかし，主は私たちが知 恵と

常識を用いるよう期待しておられるのでは

ないでしょうか。鍵 となる言葉は，バラン



翻縄鰯灘 ，、灘 難
スと中庸です。つまり，ひ とつの真理だけ

を特別視するのではなく， 自分の知 ってい

るすべての真理を思慮深く応用することで

す。

バランスをとることは レク リエーション

や娯楽の面でも重要です。なるほ ど，仕事

ばかりしていて遊びがなければ人間はばか
ことわざ

になるという諺は真実ですが， しかし家族

や仕事や霊的成長に対する責任 をそっちの

毒レ勢 ・…》⇔ 蒐》⇔ 毒》鳶》⇔ ⇔ く》蒐》慮》今 蔓〉

ある会員たちは，都合のよい時には

予言者に聞き従おうとするのですが，

犠牲やさらに大きな献身が求められ

ると耳を傾けようとしません。

く》⇔ 毒》参 《》蒐》莞》螺レ《》→ 圃〉く》勃 く》

'

、灘鰻

けにして レク リエーションのことばか り言

っていたのでは自分の楽 しみしか頭 にない

人間になってしまいます。人は自分 の家族

をないがしろにした り， あるいは適切でな

い模範によって仕事 や人々への関心 よりも

遊びや物欲の方が大切だという考えを子供

たちに植え付けてしまうこともあります。

ジョセフ ・F・ スミス大管長 は，中庸に

ついてこのように語っています。「聖徒は愚

かであってはならない。むしろ主のみここ

ろが何であるかを知 って，すべての ことに

中庸を保たなければならない。聖徒たちは

『人間の欲情』を遠ざけ，行 き過 ぎを避け，

麗

灘 撫鰹
唖 灘躾

費

罪を犯 さないようにしなければならない。

そして娯楽を楽 しむ時は文字だけではなく

精神 も，行為だけでなく意図.も， また部分

ではなく全体 に気を配る道を取 りなさい。

それが中庸の意味である。このようにすれ

ば，彼らの行動は道理をわきま零たふさわ

しいものとな り，主のみこころを理解する

のに何の困難 も感 じないだろう。」(「福音の

教義」P.232)

信 仰 の実践 という面においても，私たち

は生活のバランスを見失ってしまうことが

あります。特定の事柄 にだけ力を注いで，

大切 さにおいて何 ら変わることのない他の

責任をないが しろにしている場合は特にそ

うです。聖典の勉強，親 としての務め，人

人への奉仕，教会の召し，これらすべてが

それ相応の時間を必要 としています。ひと

つのことにだけ力を入れてほかのことを全

部おろそかにするようでは救 い主の期待に

応えることはできません。主はそれ もしな

ければなりませんが，「これも見のがしては

ならない」(マ タイ23：23)と 教 えておられ

ます。

定員会集会や福音 の教義クラスが霊的な

進歩や奉仕のための原則を学ぶ場でなく，

公開討論 の場になってしまうことが時々あ

ります。私たちは往々にして実のない話し

合いに興 じ，未亡人や病 人や苦 しんでいる

人々の必要 を満たすために何をすべきかと

いう点について真剣に考えるのを怠ること

があ ります。

「人は努めて良 き業 に従い， 多くの事を
な

その 自由意志によりて為 し，多くの正 しき
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と

事を為 し遂げよ」(教 義と聖約58：27)と 主

は宣言されました。神の王国は，時間，才

能，1財産 を惜 しみなくささげる入々 によっ

て打ち建てられてゆくことでしょう。今 日，

世界的な規模 に成長 した教会では，伝道の

ための働 きや援助，神殿活動や神殿の建築，

惜しみない断食献金 と貧 しい人々への心

からの関心，家族 の教育 とその しつけなど

様々な事柄が求められています。各 ステー

今 莞》く》蕩》勃 鳶レ⇔ 鰐》嚇 噂〉⇔崖》⇔

定員会集会や福音の教義クラスが霊

的な進歩や奉仕のための原則を学ぶ

場でなく，公開討論の場になってし

まうことが時々あります。

く》毒》韓 》く》⇔ ⇔ 毒》く…》く》舗4》 →

キ部におい宅も，求められている事柄は多

少異なっているかもしれませんが，その重要

さにおいて劣ることはあ りません。質のよ

いホームティーチングや家庭訪問，慈善奉仕，

病人への訪問，隣人への奉仕，効果的な指

導，優秀な教師，これらは時と場所 とを問

わず切実に求められているものなのです。

自分 自身に問 うてみようではあ りません

か。 自分に与えられている時間，才能，財

産をどのように用いているでしょうか。 目

標に向かって歩んでいるで しょうか。それ

ともこの世的な事柄に多くの時間を費やし過

ぎたり，才能を仕事 にばか り向け，財産 を

30

勝 手気 ままな楽 しみ にだけ用いたりして，

目標から外れた生活をしてはいないでしょ

うか。救い主の純粋な教えに心を留めてい

るで しょうか。

誘惑は しばしば巧みにしかも秘かにや っ

て来ます。 人の弱い部分 につけ込んで，一

番その力 に屈 しやすい時をねらってやって

来るのです。「試みる者」はそのようなや り

方で人々の生活のバランスを崩 し，私たち

を神のみもとへ帰る道か ら遠 ざけようとた

くらんでいるのです。

復活したキ リストは二一ファイ人に姿 を

現わされ た時，次 のよ うな質問 をされ ま

した。 「汝らはいかなる人物 にてあるべ き

か。」主は御 自分の質問に，御 自分で 答え

られ ました。「まことに汝 らは われ と同 じ

人物ならざるべからず。」(m二 一ファイ27：

27)

バ ラ ンスのとれた生活 をするためには，

私 たちは皆，様々な問題，誘惑，また行 き

過 ぎた点や不十分 な点などと戦 っていかな

ければなりません。 イエス ・キリス トは全

人類の文字通 りの救い主ですが，私たちは

それを知る者 に与えられ る力を必要 として

います。キ リス トの瞭いと救 いの恵みは霊

と肉体の死に打ち勝ち，終わりまで耐え忍び

永遠の住 まいへ帰るための力を与えてくれ

ます。天父は私たちが救 い主の ような完全
きんせい

に均斉のとれた人格の形成を心がけていく

なら，導 きと教えを与えて下 さいます。天

父の 目指すところが，私たちを教え導くと

いうこの点にあるのを知 るのは素晴 らしい

慰めです。
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鈍
い光を放つ無数の器具が， まるでジ

ャングルのように，明るく照 らし出

された手術台を取 り囲む。 そして台の上 に

は，特別な緑の布で体を覆った60歳 の男が

静かに横 たわっていた。 その布の胸 と左脚

の部分には四角い穴が開けられている。

その部屋の中には，ラッセル ・M・ ネル

ソン博士と7人 の手術チームがいた。外科

医長，外科担当看護婦，麻酔担 当医，人工

心肺スペシャリス ト，コンピュータースペ

シャリス ト，それに看護婦が、ヨ・た り(そ の

うちのひとりは手術室付 きの看護婦)で あ

る。 手を入念に洗浄し，滅菌済みの手術着

に身を包んだ私は，彼らか ら少し離れた位

置に立った。手術の模様 を見学するのであ

る。

いよいよ手術の開始。皆自分の持ち場で敏

速に動 き始めた。見ている者には一種の冷

たささえ感じられるほ どの手際よさだ。執

刀医が患者の胸部にメスを入れ，その後か

ら止血をしていく。

今度はネルソン博士が左脚の部分を切 開

した。血管を摘 出するためである。 これは

冠状動脈バイパス手術 と呼ばれるもので，
へ い そ く

患者の心筋を動か している動脈に閉塞状態

が生 じたので， その部分にバイパスを作る

手術である。そのバイパス用 として，上脚

部から摘 出した血管を使うのだ。血管を切

るはさみの音。私はたまらなくなって廊下

に出た。 そして深呼吸をすると，意を決 し

て再び手術室に入った。

電気ノコギリがうなっている。患者の頭

の方にまわった私の前で，ノコギ リで胸 に

縦に入れ られた切 り込みが，機械 のクラン

クの回転 と共に左右 に押 し広げ られていく。

そしてその下か ら，規則正 しく鼓動する心

臓が顔をのぞかせた。

部屋の 中にはソフ トミュージックが流れ，

医師たちの顔には何の驚きの表情も気負い

も読み，とれない。 ゆったりと落 ち着 いた雰

囲気の中で，皆がひとつのことに集 中して

いるといった感 じだ。初めは圧倒されてい

た私 も， そうした雰囲気の中で次第に手術

の手際の見事 さに引き付 けられていった。

1時 間は優に経過 しただろうか。冠状動

脈が無事大動脈 に結合された。 ところがど

うだろう。患者の血圧が急激に下が り始め

た。考えられないことだ。皆が色めき立っ

中で，無数にあるチューブの中の1本 が，
せん

栓が閉 じたままであることをただちに指摘

したのは，ネルソン博士 だった。すぐに栓

が開かれた。小 さな ミスには違 いないが，

気づかなければ命取 りになる。

「君のことは今でも愛 してるよ
。」ネルソ

ン博士はチューブの栓を外す担当だった人

にそう言った。 その人がうなずくと，博士

は意地悪そうな声ですぐさまこう付け加え

る。「もちろんその愛の程度は時々変わるけ

どね。」皆の 目が笑っている。手術室の中心

はやはりネルソン博士だ。 メンバーが楽な

気持ちで仕事ができるように，雰囲気づ く

りを しているのである。手術室というもの

は，集中力を長時間持続 しなければならな

い場所なのだ。
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ネルソン博士は，後でこう語ってくれた。

「かなりの 自制心を要求されますね
。患者

さんの生死が我々チームにすべてかかって

いるわけですか ら。 そうです。沈着冷静か

つ どんな ミスも見落とさない態度が必要で

す。」

手術開始後4時 間が過ぎた。手術はほぽ

終了の時点まで来ている。 人工心肺は取 り

除かれ，心臓に電極によるショックが与え

られた。移植された血管が，新たに送り込

まれた血液でさっと、言・くらんでいく。 そし

て最後は血液のもれがないかどうかの検査

だ。

こうして心臓は元通 り自分 自身の力で動

き出した。患者 も安定 した状態を保ってい

る。 患者の家族 のことが心 に浮かぶのはこ

の時点 まで来てか らのことだ。看護婦のひ

とりが受話器を取る。「バイパスが終わって

人工心肺 もとれましたので，あと45分 程で

ネルソン博士がそち らに参 ります。」

ネルソン家族と孫たち
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これ と同じような心臓手術は，アメリカ

では年 に10万 件以上 も行なわれている。 ネ

ルソン博士はこの分野では草分け的存在で，

もう30年 以上もの経験を持っているが，心

臓手術の技術的進歩には目覚 ましいものが

あり，今では98パ ーセン トの成功率 を得る

までに至っている。

ネルソン博士の医師としての教育は，1942

年 の ユタ大学2年 の時点までさかのぼるが，

以来彼の心の中に形成されてきた医学に対

する見方は実に簡単明瞭だ。博士はこう言

う。「患者の問題 を分析する医師として非常

に重要なことがひとつあります。 それは，

患者の症状が時間の経過 に従って良くなる

状態にあるのか， それとも悪化する方向に

あるのかということです。 医師に課せ られ

た任務は，悪化する状態の患者を時間がた

てば良くなる状態へ と変換することなんで

す。」

この務めを果たすに当たって医師は， 自
い や

分には人を癒す力がないのだということを

悟 らなければならない。神から人間一人一

人に付与された患者 自身の内にある生命力

に依存 しなければならないのだ。 ネルソン

博士は，教義と聖約を引用してそのことを

説明する。「そもそも創世の以前より天に於
おきて

て定め られたる一つの変 らざる律法あ りて，

あらゆる祝福はこれに基 くなり。

すなわち，われら何にても神より祝福を

受 くる時は， この祝福の基く律法に従うに
しか

よ りて 然 る な り。」(教 義 と聖 約130：20-

21)

ネ ル ソ ン博 士 は こ う 続 け た 。「つ ま り，祝
おきて

福があるのは律法に従っているからなんで

すね。 もっと言えば，律法を守れば，ほと

んどの場合 とか時々とかいうのでなくて，

いつで も，例外なく祝福があるということ

です。 これが分かれば， 人間の 肉体を統御

する律法を学びそれ に喜んで従 う私たち医

師は， もっと気持ちが楽になりますね。 そ

うでなければ毎 日人を死なせたり生か した

りしていることになるわけですから，気違

いにな りますよ。」

彼が将来妻になるはずの ダンツェル ・ホ

ワイ トに会ったのは，ユタ大学でのことだ

心臓の拡大モデルを調べるネルソン博士

脚1
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った。当時の様子をこう語る。「それまで会

った女性の中で最 も美しい人だ と思いまし

た。す ぐに，結婚 するのはこの人だって感

じましたね。」ダンツェルも同じだった。ユ

タ州ペ リーの 自宅に戻ったダンツェルは結

婚相手 にめぐり会えたことを両親に報告，

、言・た りはそれから3年 後にソル トレーク神

殿で結婚した。

1944年 にユタ大学のメデ ィカルスクール

に進級した彼は，4年 の課程を3年 で修了，

次いで ミネソタ大学病 院でインター ンを行

ないながら通常の外科医としての訓練を受

け，博士課程の研究へと歩みを進めていっ

た。 また当時，手術 中の心臓に代わ って患

者の心臓と肺の働きをする器械 を開発する

ために，5年 間の研究補助金があるチーム

に許可され たが，彼もそのチームの一員で

あった。問題は数え切れないほどあったが，

ほぽ3年 間の努力の後に試作品が完成，1951

年 に初めて使用された。

しかし彼は，こうした研究の最先端を歩

むという機会を捨てて，家族共々ソル トレ

ーク ・シテ ィー に移 った。当時妻は5人 目

の子供の出産をひかえていた。移転後はユ

タ大学医学部助教授 として教べんをとるか

たわら，研究と医療を続けた。 当時の模様

を彼はこう語る。「あの頃の心臓手術は，海

図のない航海のようなものでした。」つまり，

成功 した時の幸福感 もさることなが ら，患

者が助か らなかった時の挫折感はたとえよ

うもないものだった。

それか ら25年 ，彼の患者に対する気遣 い

の心は変わらない。「今の心臓手術はかな り

高い成功率 を誇るようになってきました。

でも，ひ とり残らず救えるわけではありま

せん。 それは不可能です。 ある時は， ただ

安 らぎしか与えられないことがあります。

希望を打ち砕くようなことはしたくあ りま
いや

せん。 医師の務めは，時には癒 し， しばし

ば苦しみを和らげることです。 しかし，安

らぎを与えるという務めは常に果たしてい

かなければならない ものです。」

1959年 にユタ大学を辞 した彼は，個 人開

業 に踏み切 った。35歳 で6人 の子供 を抱え

ていた時である。大学での研究生活が長か

ったことや研究分野が特殊だったこともあ

って，借金がたくさんあった。

それだけではない。当時彼はステーキ部

長という重責に召されていた。按手任命に

先立ち，ネルソン兄弟は 自分が直面してい

る課題を率直に話 した。大動脈弁の交換と

いう課題である。それに対して，任命を担

当した当時十二使徒定員会会員だったスペ

ンサー ・W・ キ ンボール長老は，医師とし

ての技術が高め られて，患者に負担をかけ

ることなくステーキ部長の職を全うできる

と祝福した。 その祝福の恩恵は，キンボー

ル長老 自身が受けることとなった。1972年 ，

ネルソン博士の執刀による大動脈弁の交換

を伴う心臓手術を受けたのである。

1965年 ， またとない機会が ネルソン兄弟

にめぐってきた。ある大きな大学の心臓外

科で，教授兼学部長 として働 くように要請

されたのである。 それには高額の給与のほ
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かに，子供たち全員の大学での教育費全額

を負担するというおまけまでついていた。

ネルソン兄弟姉妹 はこの要請を過分なこ

とと考え，九分九厘受けるつ もりでいた。

しか しその決定が家族のみならずステーキ

部長としての責任にも影響を及ぼす ものだ

ったので，彼はデ ビッ ド・O・ マ ッケイ大

管長に相談 した。

話の内容を詳細にわたって聞 いたマッケ

イ大管長は， 目を閉じて椅子の背 もたれに

よりかかり， しばらく考 えていたが， 口を

開いてこう言った。「ネルソン兄弟，私はあ

まり気が進みませんね。 シカゴヘは行かな

い方がいいと思うのですが。」

ネルソン兄弟が期待していた答えだった。

「それで私たちは要請を丁重 に断わ り
， ソ

ル トレーク ・シティーに残ることにしまし

た。」

1971年6月 ， ネルソン兄弟はN・ エル ド

ン ・タナー副管長からオフィスに来るよう

に電話を受けた。オフィスに行くと，ハロ

ル ド・B・ リー副管長 も同席 していた。(当

時ジョセフ ・フィールデ ィング ・スミス大

管長は体調が思わ しくなか った)リ ー，タ

ナー両副管長か らの話は，仕事上差し支え

がなければ教会 中央 日曜学校会長 として働

いて欲 しいというものだった。

驚きからようやく我に返 ったネルソン兄

弟は，主か らの召しであればたとえ医師と

しての仕事をやめてでも従いますと答えた。

しかし大管長会からの要請は，医師として

の仕事を続けることができるという条件で

召しを受け入れて欲 しいというものだった。

ネルソン兄弟の会長としての召しは，それ

か ら8年 も続いた。

キンボール大管長(当 時十二使徒定員会

会長)が 手術を受けたのは，その次の年 の

4月12日 の ことである。 この時の手術は完

壁その ものだった。ハロル ド・B・ リー，

N・ エル ドン ・タナー両副管長の祝福通 り

である。 しかしそれ だけではなかった。手

術が終わった時 に特別な気持ちを感 じたの

である。 こう語 っている。「将来大管長にな

る人に手術を施 したのだとみたまが告げた

のです。」

1979年 に 中央 日曜学校会長の責任を解か

れた彼は， その後地区代表として働いてい

る。 医師 としての多忙な生活は今も変わ り

がない。心臓手術を 日に2度 行なうことも

ある。また医師会や地方 自治体の仕事 にも

活発に取 り組んでいるし， まだ独立 してい

ない子供 もいる。

こうした多忙な毎 日の中で，彼は家族 と

の時間をどのようにして見いだしているの

だろうか。 ネルソン兄弟姉妹 と子供たちと

の絆は特別なものだ。妻のダンツ ェルには，

子供 たちを引き付ける才能がある。

ネルソン兄弟は，父親，夫としての経験

についてこう語る。「やはり主が望んでおら

れることを行 なっている時が一番満足でき

ますね。」 そのことについて彼は，興味深い

経験をした。 グラン ド・キ ャニオンをいか

だで旅していた時，彼と娘のグロ リアが急

流でいかだか ら放 り出されたのである。
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「恐ろしい経験で した。 でも鉄の棒 にし

っか りつかまることを教えてくれましたよ。

流れが急なところに来た時，私は娘がいか

だから落ちては困ると思い，一生懸命娘を

つかまえていました。 でも後で もっと流れ

が急な所 に来た時には，私がローブ にしっ

か りつかまって，娘には私の体につかまっ

ているように言いました。 同じことが福音

を守ることにも言えますね。 もし父親が知

恵の言葉の原則 にしっかりつか まっていれ

ば，家族は皆父親に頼ることができ，家族

は皆安全だというわけです。」

ネルソン兄弟は医学や地域社会奉仕 に関

連 して数々の表彰を受けてきた。また合衆

国胸部外科理事会会長，ユ タ心臓協会会長，

ユタ州医療協会会長など，要職 も数々歴任

してきている。 しかしそうしたものをすべ

て超越 したものが彼にはある。 それは，神

の王国を発展させるために主に従って歩 も

うという決意だ。

彼はこう語る。「教会の中で，主がまだ果

たしておられないことがたくさんあ ります、

主はふさわしい人々をすべて必要 としてお

られます。備えのできた資格ある末 日聖徒

は，兄弟 も姉妹も皆 自分の肩に担うべき仕

事があるのです。」

「キンボール大管長が言われることには

全部従わなければならないのですか。」 人々

がそう言うのを聞いて，ラッセル ・M・ ネ

ルソンは落胆する。

「主は 『わが声にて言わるる も
，僕らの

声にて言わるる もみな一つなり』と言って

地区代表 としてステーキ部長と共 に集会

を開いているネルソン長老

おられ ますね。 ですから，予言者の言葉の

最後に疑問符をつけないで逆 に感嘆符をつ

けたらどうで しょう。 そして実行するんで

す。 そうしたら祝福がたくさん得られます

よ。私は，大管長はいつ予言者 として語っ

ていて，いつ普通の人として語っているの

だろうか とは言いません。 私が関心を持っ

ているのは， どうしたらもっと彼に近づく

ことができるだろうかということです。」
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ました。でも,お はかについて
い し

みると,お どろいたことに石は

もうとりのけてありました5
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ていきました。すると,中 には
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白いころもをきた男の人がいて,

こういい ました。｢こ わが らな

くていいのですよ。イエスさま

は,も うここにはおられません。
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｢r… シれは,な んのあなだい。｣パパがききました。も

｢おはかだよ。これから,コ マ ドリのおそ

うしきをするの。｣あ っくんは,こ たえました。

｢パパも,お そうしきにいってもいいかい。｣

｢も ちろん。｣

そこへ,サ ッコちゃんが しずかに,ち いさなは

こをもってやってきました。サッコちゃんのあと

には,マ リちゃん,そ のあとにはカツロウくん,

そのあとにはユカちゃんがつづいてきました。み

んな,デ ージーや,タ ンポポ,パ ンジー,シ バザ
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メも,ハ クチ ョウも。｣"

｢そ れ じゃあ,ウ サギや リスは?｣

｢ウ マや,ゾ ウや,ラ イオンだっているん じゃ

ないの?そ して,み んなきっとたのしくくらし

ているのよ。｣

｢そ うだね ,け んかはしないんだね,き っと。｣

サッコちゃんも,あ っくんも,カ ツロウくんも,

ユカちゃんも,み んなきゅうに,げ んきになって

おしゃべりをはじめました。

すると,い ちばんおねえさんのサッコちゃんが

ききました。｢ね え,パ パ,マ マ,せ いてんには,

どうぶつたちのことをなんてかいてあるの。｣

パパは,い いました。｢そ う,せ いてんにはね,

いきてうごくもの,つ まり,に んげんも,ど うぶ

つもみんなふっかつするって,か いてあるんだよ。

すくいぬし,イ エスさまはね,に んげんも,ど う

ぶつもふ っかつできるようにしてくださったんだ。

だから,ラ イオンも,ク マも,ウ サギやリスも,

ネコも,イ ヌも,ふ っかつできるんだよ。｣

｢それ じゃあ,て んごくにいったら,ど うぶつ

たちもぼくたちといっしょにくらせるんだね。｣

カツロウくんは,め をかがやかせながらいいまし
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かぜ

ひ どくさむい4勲 ことだった･み ぞれま?り の風ダふき
すさぶくらい夜道を,ダ ニーはまきばに向かって走った。

た なか

コートのえりを立て,あ ごをえりの中にうめながら。
と でん

かこいの戸をあけて,ひ つ じたちに電とうをむけると,み
なか こ え

それの中からメエー,メ エー,と おびえた声がした。ぬれた
け なか

ひつ じの毛のにおいがむんむんする中を,ダ ニーはやさしく
わ わ あ る

ひつ じをかき分け,か き分け,歩 いた。

6
4 も

　

蝋 鯛 醗
ミ 鋳 則 聡 一 冨 芦 惚､翻

轟

い っ とうい つ

｢ブ ラ ッ キ ー
,ス ー ジ ー,ス ポ ッ ト … … 。｣ダ ニ ー は 一 頭 一

とう な まえ か ぞ

頭名前をよびながら,数 えた。
でんどう たい

イギリスへ伝道に行ったおにいちゃんからあずかった,大
せつ だい

切なひつじだ。ダニーは,お にいちゃんが大すきだった。だ
よる かず かぞ

から,こ んなあらしの夜でも,な まけずにひつ じの数を数え
お も でん ど う で

た。ダニ ー は思 った。 『ぼ くも,い つ か き っと 伝 道 に 出 る ん

だ。』

｢ハ ッ ピー
,サ ニ ー,サ ダ イ ス,そ れ か らバ シ ュ フル,そ

かそ

こにかくれているのはフラッフィーだな。｣ダ ニーは,数 える
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そ と かお

ダニーは,外 へとびだ した。みぞれが顔につきささるよう

にふきつけてきた。｢ベ ッツィー には,も うすぐ子ひつ じが
う だい

生まれるんだ。おにいちゃんの大すきだったベッツィーがい

なくなったら,ど うしよう。｣
ほ う い

ベッツィーはみぞれをしのぎたくて,な やの方へ行ったの
み かぜ

かもしれない。 しかし,な やのあたりを見まわっても,風 の
お と か ぜ

音がするだけだった。ふきすさぶ風とみぞれをついて,ダ ニ
きた みなみ おおごえ

一はくるった よう に
,北 へ 南 へ と か け まわ った 。大 声 で｢ベ

ッツ ィー,ベ ッツ ィ ー｣と さ けび な が ら。 しか し,ダ ニ ー の
こえ か ぜ き

声は,風 にふきけされて聞こえなかった。
た ど よわ よわ

ダニー は,く た く た に な っ て立 ち 止 ま った 。と,弱 々 しい
な ごえ き でん こえ

ひつ じの鳴き声が聞こえた。ダニーは,と っさに電とうを声
ほう

のする方へむ けた。ベ ッツ ィーだ。そ して,ベ ッツ ィー の か
う こ と う

たわらには,生 まれたばかりの子ひつじが2頭,み ぞれにぬ

れながらミルクをのんでいた。
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や ま こ み こ う

山のようだった。『ひつ じの子だ。ベッツィーは三つ子を生ん

だんだ。かわいそうに。もう,し んでいるかもしれない。』ダ
よわ こ

ニーは,ぐ っとな みだ を こ らえ な が ら,つ めた い,か 弱 い子

ひつ じにゆ び をふ れ た 。 『まだ,い き が あ る1』 ダ ニ ー の む ね
こ した

はおどった。ダニーは,し にかけた子ひつ じをコートの下に
こ ば し い え

つつむと,小 走りに家へむかった。
こ み か あ

｢か わいそうに
。｣子 ひつ じを見るなり,お 田 さんはなき

こえ

声をたてた。そ して,す ぐにミルクをあたためてくれた。
とう ちい こ

お父さんも,た すけてくれた。ダニーは,小 さな子ひつ じ
い

を,そ っ と おふ ろ に入 れ た。
かあ こ

それから,お 田さんが子ひつ じをやさしくだきあげて,ゆ
よ

すりながら,ほ にゆうびんでミルクをのませた。その夜,ダ
こ い

ニーはねないで,子 ひつじをさすってやったり,お ふろに入

れてやったりした。
か ん み こ こ

そうして/し ゅう間がすぎ,ベ ッツィーと≡つ子の子ひつ

じは,ま きばでたわむれるようになった。ダニーは,い つも
み

かんしゃにむねをふくらませながら,そ のようすを見ていた。
ひ と う

ある日のことだった。お父さんが,ゆ うびんうけのところ
て

から,う れしそうにもどってきた。手には,お にいちゃんの
て が み

手紙をもっていた。
とう て が み よ

お父さんは,手 紙を読みはじめた。
あめ よる まち

｢… …ロンドンのさむい雨の夜
,ぼ くたちは町はずれでチ

ラシくばりをしていました。ぼくは,ち ょっとホームシック
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カルベr【

誌上座談会
●

末日聖徒の教師としてできること
●

出席者(ア ンケー ト回答者)

阿部順夫
あべ･よ りお/46歳/仙 台高等学校/国 語/

仙台ステーキ部仙台第2ワ ー ド部/祝 福師

潟沼誠二
かたぬま･せ いじ/45歳/北 海道教育大学/日 本文学

/札 幌ステーキ部札幌第2ワ ー ド部/ス テーキ部長

鮫島邦彦
さめじま･く にひこ/45歳/酪 農学園大学/畜 産食品

製造学/札 幌ステーキ部札幌第2ワ ー ド部/祝 福師

牧瀬十二郎
まきせ･じゅうしろう/43歳/大 阪府立勝山高等学較/商 業･

社会/大 阪北ステーキ部池田ワー ド部/福 知 山地方部長

水田 正
みずた･た だし/32歳/広 島県深安郡竹尋小

学校/広 島ステーキ部福山支部/高 等評議 員

安田琢三
やすだ･た くぞう/51歳/北 海道旭川商業高等学

校/商 業/札 幌ステーキ部旭川西ワー ド部/監 督

寛 八郎
かけひ･は ちろう/33歳/兵 庫県立上野ケ原養護学校/

中学部英語/神 戸ステーキ部西ノ宮ワー ド部/第 一副監督

高良慎清
たから･し んせい/43歳/専修学校奈良立正芸術学院(校

長)/理 科･数学/大阪北ステーキ部奈良ワード部/祝福師

沼野治郎
ぬまの･じ ろう/41歳/徳 山大学/英 語/

広島ステーキ部徳山ワー ド部/第 一副監督

松重光治
まつ しげ･み つじ/33歳/山 口県立光高等学校/

理科/広 島ステーキ部徳山ワー ド部/伝 道主任

南本邦雄
みなみもと･く にお/34歳/大 阪市立東淀中学校

/理 科/堺 ステーキ部河内長野支部/高 等評議員

矢野信保
やの･の ぶやす/39歳/福 岡市立百道中学校/

社会/福 岡ステーキ部福岡ワー ド部/祝 福師

●教育の世界の第一線で教師として働く末

日聖徒の兄弟たちに,教 育者としてのあり

方,咋 今の教育問題などについて語ってい

ただきました。

《教師の影響力》

昨今,教 育の荒廃 どいうことが言わ

れ,現 場の教師に対する評価,期 待 なと'も

50

実に様々なものがあります。その中で私た

ちは地の塩 となるように という教えを与え

られていますが,皆 さんは教師の持つ影響

力,あ るいは感化力という点 についてどの

ように感 じておられますか。

安 田 教育者に対 して聖職者 という言葉

が使われることがあ りますが,教 職の仕事

はそれ自体 が福音 に強くつながる面を持 っ
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だろうと思い ますね。

矢野 自分は福音の原則を守るというだ

けにとどまらず,も う一歩踏み出していく

姿勢がやはり必要で しょうね。例えばタバ

コをすわないというにとどまらず,ク リー

ン･エ ア運動 を職場で積極的に進めていく

なら,嫌 煙権な どと肩ひじ張らなくて も,

ま わりの方々の健康 にも貢献 できますよ。

潟沼 聖典の中には,イ エス･キ リス ト

について,至 高の位置に昇 りなが ら,よ ろ

ずのものの下 に身を落 とし,罪 は犯さなか

ったが,私 たちと同じように試しに合われ

たと書かれていますが(教 義と聖約88:6;

ヘ ブ ル4:14,15参 照),こ の精神が求め ら

れると思うんです。私 自身,社 会活動 をし

ていますが,ゾ ウキンでありたいと思って

います。 自分は汚なくなるが,相 手はきれ

いになるゾウキンのようにと。 ちょっと誤

解 を招 く表現かも知れませんが。

《伝 道》
'次に
,教 師 というのは宗教 的には中

立でなければならないという立場におかれ.

ているわけですが,そ の ことと合 わせて,

教 師 としての伝道 という点について話 し合

っていただきたいと思います。

安田 私はかねがね｢宗 教的 中立｣と い

う言葉に疑問を持 っていました。新憲法下

の宗教的 中立は,多 分に戦時 中の国家神道

に対する反省の上に立っています。そのた

めに宗教の位置付けが非常に後退していま

す。宗教心が大切 であると言われながら,

無宗教･無 信仰の現実に置かれているのが,

教育の実情です。 日本の精神的荒廃を招い

た一 因ですね。

潟沼 公教育の場 にあっては宗教的に中

立を求められているわけですが,憲 法にお

いても,教 育基本法において も,個 人的に

は信教の 自由が保障されています。教育基

本法第9条 の前段 に｢宗 教に関する寛容の

態度及び宗教の社会生活における地位は,

教 育上 これを尊重 しなければならない｣と

あり,伝 道を慎む必要はありません。個 人

的 には,常 に真理 に向かうように導 くのは

当然のことです。

安田 教室で福音を生のまま伝 えるのは

無理 として も,あ らゆる方法を使って伝道

すべきですね。

潟沼 問題はモルモ ンという特殊社会の

中でぬくぬ くとしているところにあるよう

な気がします。生徒への伝道というのはも

っと幅の広い ものだと思います。

寛 生徒に対 しては宗教 ということを表

面に出すと,反 発される場合 もあると思わ
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んでいるところが遠くて,教 会の行事 に招

待するのがち ょっと難 しいんです。職住の

接近をはかって,常 に生徒 を家に呼んでフ

ェローシップする方法 もあるのですが,こ

れ も意図的にやると,同 僚 の反感を買う恐

れ もありますね。

高良 ちょっと宣伝 くさくなるか も知れ

ませんが,私 の学 院では6名 の教師がモル

モンなんです。親御さんから子供 の対人関

係のことで相談された時な どは,教 会を紹

介するようにしています。

矢野 私は教会の責任 を印刷 した名刺を

作っておき,向 こうか ら求められた時は,

｢私 的な物で失礼ですが｣と 言って差 し出

すようにしています。すると必ず質問 して

きますね。教会のことを。私がモルモ ンで

あることはクラスの父兄やPTAの 役 員さ

んも知 っています。家庭訪 問その他で必ず

'教 会のことを父兄から尋ねられるので
,説

明という形で,伝 道の機会を作ることがで

きます。

安田PTAと 言 えば,私 の ステーキ部

内にはPTAの 会 長さんを している会員が

いますよ。私 自身もボーイスカウ トの団委

員長や 自閉症児の父母 の会の役員などをし

ていますが,教 会貝はもっと社会の中にど

んどん入ってい くべ.きだと思いますね。

潟沼 そうですね。世 間に出て行かなけ

れば伝道はできません よ。

寛 私は養護学校で進行性筋ジストロフ

ィー症児を対象にしていますが,彼 らの寿

命は20年 から25年 位 なんです。現 に私の と

ころでも卒業生を含めて年に数人亡くなっ

ていきます。彼らと死生観や人生観につい

て語 り合う機会があればと考 えています。

南本 少 し抽象的な言い方 になるか もし

れませんが,私 たちは教育者として,人 格

の完成を目指 すように生徒に教えることが

できるので,そ の点をいつ も念頭において

いれば,完 成された人としての神に到達す

るための道を示すことができると考えてい

ます。具体的には,生 徒 に人格完成の 目標

をあげさせ,そ れを追求す るようにチャレ

ンジするということですが,こ れ によって

伝道の一端 を担うことができると思います。
.阿部 私 は伝道 につ いて考える時

,太 陽
ふ く しゃ

の ように距離をおいて伝える輻射型,そ ば

にいるだけで足元から暖まる対流型,握 手

し,常 に接触 して伝える伝導型の3つ に分

けられるような気が します。教師はどちら

かといえば輻射型,対 流型で光 と熱を発し

ているのではないでしょうか。それ に感じ

る生徒 はひ とりでに集まってきます。他の

きっかけで も,い ずれは何か機会があれば,
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水田 正(広 島) 南本邦雄(堺) 安田琢三(札 幌) 矢野信保(福 岡)

活に溶け込んだ一部であ り,教 育者に限 ら

ず,社 会生活で両立できなければ本当の信

仰生活とは言えない と思います。でなけれ

ば,山 奥 にこもるしかありません。

《今日の教育環境》

犯罪の低年齢化,校 内暴力,家 庭内

暴力,ま た入試競争の激化,知 育偏重 とい

った言葉が新聞やテ レビな どをにぎわ して

いますが,皆 さんは教育の第一線におられ

て,そ れをどのように感U受 け止めておら

れるでしょうか。

南本 確かにそういう問題が見られ ます

ね。特 に重大なのは社会全体がそうした退

廃的傾向にあるという点だと思いますね。

矢野 私の勤める学校 も今まで非行や校

内暴力のほとんどなかった学校で,有 名高

校への進学率が高いことで知 られていまし

たが,社 会の風潮の影響が,こ こ1,2年

少 しずつ生徒の態度に表われてきているの

を感 じます。

安田 私のところは職業高で入試関係の

問題は少ないですが,や はり社会全般の悪

い影響下 にあることは免れないですね。 こ

ういう環境の中で,生 徒 に正 しい道を示 し

ていくというのは決して生易 しいことでは

ありませんね。

寛 私のところで も以前,そ ういう問題

があ り,子 供 との触れ合 い,教 師間の意志

統一を図ろうとし.たのですが,自 分の非力

さを感じるばか りで,子 供の指導と福音の

実践 をどう効果的に調整していったらよい

か悩んだことがあ ります。

水田 現在,様 々な社会問題があ ります

が,そ れらの根源は,純 潔の律法,つ まり

恋愛観,結 婚観,家 庭観に関する価値観が

完全に混乱していることにあると私は見て

ます。私たち末 日聖徒はこれ らの点 につ い

て完全な基準 と真理を教えられているので

すから,行 ないや言葉 を通して教えること

ができると思いま.す。

南本 そうですね。教師間で も純潔の律

法を大切なものと考えたり,厳 しく守る人

が少ないです。私たちは教師たちに対 して

もよい影響を及ぼすべき立場 にあ りますね。

水田 非行や犯罪の道に迷 い込む青少年

が増加していますが,彼 らは愛,結 婚,家

庭,育 児などについて一番知 りたい時にそ

の機会を与えられていないんです。 その結

果なんですね。私はこれか らは立派な両親

をつ くることこそ教育の最終 目標 になると

思っています。

阿部 末 日の様相という感がしますが,

そ の陰にあるのはサタンがその支配を強化
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と考え,道 徳主任を引き受 け,校 内でその

実施 に頑張っています。

阿部 私は職場 にあって,一 教師 として,

入間と人生の何たるか,い かにして平和を

作 り出し,何 とどう戦っていったらよいか

を,身 をもって示し得る者にな りたいとい

うのが望みです。

鮫島 できるだけ多くの若者 に豊かな感

性を身につけていって欲 しいですね。

高良 鮫島兄弟は先ほど人格の移 入と言

われましたが,そ の通 りですね。私 も教育 と

いうのは教師の人格の投影だと信じています。

潟沼 ちょっと辛 らつな言い方かもしれ

ませんが,大 学で も幼稚 な学生が増えてい

ますねdそ れでも,よ い面 もたくさん持 っ

てるんです。そのよいところを伸ばすこと

が大切ですね。

南本 私が 自分の課題にしているのは,

日々福音に生き,自 分を清めていくことです。

霊的に自分の状態がよい時は,生 徒にもよ

く愛をもって接することができます。

《今後の課題･希 望》

皆さんそれぞれに様々な悩み,希 望

とい ったものがあるかと思い ますが,最 後

にそれをお聞かせ下さい。

南本 中学生を教育する上で 多くの問題

もありますが,教 師をしていてよか ったと

思っています6同 時 に自分の力の不足や愛

の不 足を今感じています。

寛 教師という職業はとても素晴 らしい

と思います。 ただ全身か らあふれてくる感

じといったものはまだまだこれからです。

とにか くこれか ら頑張っていきたいと思い

ます。

矢野 全国にはかな りの末 日聖徒の教職

者がいらっしゃることと思いますが,親 睦

と研修のためのLDS教 職 者の会とで もい

った ものがあれば,ど んなに.か励ましにな

ると思います。是非実現 したいですね。

鮫島 そうですね,教 職についている会

員はたくさんいるはずです。私 も今後お互

いに手を取 りあって良い影響を与え合うこ

と.ができたらと願っています。 この機会が

そのような糸 口になれば素晴 らしいですね。

牧瀬 今は教会の責任 と学校 の責任の間

を走 りまわっていますが,私 の時代はこれ

でいいと思っています。 今は土壌造 り,種

まきと心得ています。夢でしかありません

が,私 の望みは 自分の子供や孫が,教 会 と

か社会とか区別せずに,学 んだこと,練 習

したこと,経 験したことがそのまま即社会

人として利用できるようにしてやることで

す。 そのためには,モ ルモンが活躍 してい

る社会も心要だし,モ ルモンの教義が正 し

く教えられる場(学 校)も 必要だと思います。

高良 私の課題は,理 想の高校造 りです。

ここ2年 以内にアルマ高等学校を造 りたい

と望んでいます。
あい ろ

阿部 大学の規則 と宣教師制度との隆路

を解決す ることが,わ れわれ教育者の現実

的課題です。末 日聖徒の教育理念,つ ま り

キ リストの真の福音 を,実 現する学校,特

に高校･大 学の設立 を期待 し,夢 見ていま

す。会員の子弟のニーズを満たすために も,.

ス ポーツ,文 化各面で専問的に高め得る教

育機関,組 織が必要です。 日本の社会では

経営的にも可能ではないか と思います。 広

大なア ジア大陸への伝道の拠点として,真

にアジアの友となる教育機関,理 想的には

大学 を早急に作 りたいですね。

(ア ンケー トを基に編集･構 成 しました)
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関東地区学生協会主催

学生 セ ミナー開かる
一人間の基本を考える一

回
月19日(土)に,関 東地区学生協会

主催による学生セ ミナーが｢人 間の

基本を考える｣を テーマに東京 ステーキ部

センターで開催され ました。

今 回のセ ミナーは,末 日聖徒の学生が 自

分の役割や 目標をはっきりと把握すること

を目的とし,外 部か ら時事通信社内外情勢

調査会編集部長の小関哲也氏,三 村言語心
ゆうこう

理研究所所長の三村侑弘氏,金 融教育セン

ター取締役社長の若泉典世氏,ま た田中地

区代表をはじめ関東地区の各ステーキ部長

を講師 として招 きました。遠 く京都の地か

ら来てくれた兄弟姉妹を含めて約100名 の

参加 の下講演が開始されました。

午前中は,田 中地区代表,学 生協会事務

局長の佐藤正温兄弟,..前仙 台伝道部長の坂

井圭兄弟から末 日聖徒 としてまた人生 の経

験豊かな先輩としてのお話を伺い,午 後は

三村侑 弘氏,若 泉典世氏,新 山東京ステー

キ部長,福 田東京北ステーキ部長,前 田東

京南ステーキ部長 を講師とする各クラスに

分かれ,｢説 得の心理学｣｢美 しいマナーは

日本人の心｣｢人 生設計 と学生生活｣｢社 会

に奉仕できる人間になるには｣｢仕 事 と学生

生活｣と いうテーマでセ ミナーが行なわれ

ました。

最後の特別講演では｢混 迷 を深める世 界

は今……｣と いうテーマで,中 近東や米国

などの特派員として豊富な経験 を持つ小関

哲也氏から世界の政治,経 済,軍 事情勢な

どについて興味あるお話を伺いました。質

疑応答の時間には積極的に質問が出るな ど,

長 時間にわたる講演にもかかわらず,皆 し

ばし時間を忘れ,あ ふれる熱気の内にセ ミ

ナーを終了しました。.(レポーター:関 東地

区学 生協 会学生 セ ミナー実行 委貝･平 田

寛)

(写真左)時 事通信社内外情勢調査会編集部長･小 関哲也氏によ.る講演。(中 央)三 村言語心理研究

所所長･三 村侑弘氏による講習。(右)金 融教育センター取締役社長･若 泉典世氏による講習。
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醗 顯1鐙輔灘
な何 とも言えぬ悲しい思いをしていた私 に,

ステーキ部長のすすめがあ り,管 理入の仕

事を引き受 けることにな りました。

初めの頃は,学 生時代 に戻 ったような気

持ちで毎 日,時 も忘れるように,玄 関のタ

イルの張 り替え,窓 の取手の付け替え,ボ

ル トの取 り替えなどと傷んだ所を直 し,少

しで も新築 当時の姿に復元しようと頑張 り

ました。 しか し失なわれていくのを最小限

に抑えることはできても,失 なわれてしま

った物は どうすることもできません。 それ

に,私 ひ とりがいかに頑張った としても,

百数十人の人が出入 りし,様 々な活動をす

るのですから,そ れに追い付 くことなど考

えてみれば,と ても無理な相談なのです。

残念なのは公共物を大切 にし,汚 したらき

れいにする,使 った らその後片付けをして

おくというような人間として極めて初歩的

な責任がおろそかにされているのを目にす

る時です。

私は小さい時からこの｢責 任｣と いうこ

とについて人一倍厳 しくしつけ られてきま

したが,一 般の人より道徳観念が強いはず

の教会員に対 して,こ のことで悲しい思い

をせざるを得ないというのは残念です。

先 日このようなことがあ りました。 日曜

日の集会が終わ った後で,ひ とりの兄弟が

裏庭に椅子を持ち出して聖書を読んでい る

のです。美しい光景だと思いました。 とこ

ろが彼はそれを元あ った所へ置 くのを忘れ,

雨 に降られた椅子は,メ ッキの部分が赤 く

さびてしまったのです。聖書を読むことは

ク リスチャンとして素晴 らしいことです。

しか し神様は聖 書の中で責任 を持つ ことの

大切さも教えておられます。皆が帰 った後,

少 人数でテーブルや椅子の後片付けをした

62

難 灘鱗 灘
り,台 所,ト イレをきれいにしたりしてい

る人もいます。ひとりで礼拝堂の讃美歌を

整理 したり,庭 の草むしりをしている人も

います。夏の暑い 日,汗 をかきなが ら冷た

いアイスク リームを届けてくれる心優 しい

姉妹 もいるのです。人として,ク リスチャ

ンとして このような生活習慣を大切 にし,

身 につけなければならないと思います。 ま

してや先人の犠牲と奉仕 によって建てられ,

断食の家,祈 りの家 となった教会の建物 に

おいてはなおさらの ことと思います。

今,集 会所は100パ ーセン ト会員が納め

るワー ド部予算で維持 されています。すべ

て大切 なお金の中か ら支払われるのです。

トイレのペーパータオル1枚 でさえ大切 に

しなければなりません。キンボール大管長

は美 しく整理整頓された集会所こそがみた

まを受けるにふさわ しい所と言われ ました。

この教えに従 い,私 たちの受けている恵み .
いこ

一っ一つ に感謝 し
,集 会所を憩いの家,断

食の家,祈 りの家にしようではあ りません

か。 そうすることによ り,神 の大いなる祝

福 を与えら.れるにふさわ しい者 になること

ができると信 じます。(さ いとう･つ とむ

1937年 生 まれ)
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